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編
集
後
記

先
月
下
旬
以
降
の
猛
暑
は
、
電
力
需
要
の
み
な
ら
ず
農
作
物
の

生
育
な
ど
、
人
々
の
暮
ら
し
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
例
年
七
・
八
月
に
多
い
高
温
に
よ
る
熱
中
症
も
全
国
各
地
で

発
生
す
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
と
相
ま
っ
て
コ
ロ
ナ

禍
の
医
療
体
制
に
も
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
。
脱
マ
ス
ク
を
言
わ

れ
て
も
、
慎
重
な
国
民
性
で
す
か
ら
「
そ
う
簡
単
に
は
…
」
の
よ

う
で
す
が
、
熱
中
症
対
策
に
も
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
猛
暑

予
想
の
夏
を
元
気
に
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
今
号
の
特
集
は
「
日
本
の
森
林
―
問
題
の
深
刻
さ
と
解

決
へ
の
道
筋
・
再
考
」
で
す
。
小
林
先
生
の
リ
ー
ド
文
に
も
あ
る

よ
う
に
、
七
年
前
の
二
〇
一
五
年
四
月
号
で
の
森
林
特
集
の
続
編

と
も
い
う
べ
き
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

直
近
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴
う
木
材
の

世
界
的
な
需
給
問
題
か
ら
、
輸
入
材
の
高
騰
に
よ
り
住
宅
な
ど
の

建
築
資
材
が
軒
並
み
値
上
が
り
し
、
と
り
わ
け
個
人
の
住
宅
建
設

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
国
産
材
の
供
給
が
増
加
し
木

材
自
給
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
自
然
災
害
が
多
く
鳥
獣
害
問

題
も
抱
え
る
我
が
国
の
森
林
・
林
業
の
将
来
像
は
、
決
し
て
明
る

い
と
は
言
え
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
前
回
の
特
集
以
降
、
二
〇

一
八
年
に
は
「
森
林
経
営
管
理
法
」、
翌
一
九
年
か
ら
は
「
森
林

環
境
税
」
が
導
入
、
さ
ら
に
は
森
林
組
合
法
を
は
じ
め
と
し
た
法

改
正
が
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
筆
者
と
し
て
は
、
今
号
が
こ

れ
ら
環
境
の
変
化
に
向
き
合
い
、
持
続
可
能
で
未
来
に
受
け
継
ぐ

こ
と
の
出
来
る
「
山
」「
み
ど
り
」「
環
境
」
を
維
持
す
る
た
め
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
切
に
願
う
も
の
で
す
。

な
お
、
今
号
へ
の
写
真
投
稿
と
し
て
、
秋
田
分
会
よ
り
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
白
神
山
地
の
象
徴
的
な
存
在
で
、
同
県

藤
里
町
の
岳
岱
自
然
観
察
教
育
林
に
あ
る
「
四
〇
〇
年
ブ
ナ
」
が

本
年
三
月
に
倒
木
し
て
い
た
と
の
情
報
を
受
け
、
関
連
写
真
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
九
九
九
年
九
月
、
日
本
各
地
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
一
八
号
で
は
、
大
枝
が
折
れ
幹

の
一
部
が
そ
が
れ
な
が
ら
も
耐
え
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
と
例
年

を
上
回
る
大
雪
の
影
響
が
倒
木
の
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
残

念
が
る
関
係
者
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
四
〇
〇
年
ブ
ナ
は

こ
れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
土
に
帰
り
、
周
り
で
は
次
の
世
代
が
誕

生
す
る
。
命
の
循
環
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と
捉
え
る
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

本
来
、
自
然
は
自
ら
の
経
験
と
力
で
再
生
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
後
人
の
手
が
入
り
林
業
い
う
営
み
が
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
人
の
手
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
森
林
の
持
続
性
も
あ
る

い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
生

か
し
た
い
も
の
で
す
。

（
柴
山
）

６３

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。
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小林信一 著
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としたい」としています。
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コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
出
張
・
旅
行
と
も
に
三
年

間
海
外
に
渡
航
し
て
い
な
い
。
会
議
や
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
る
様
に
な
っ
た
が
、

英
語
が
不
得
手
な
筆
者
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
そ

れ
を
補
っ
て
き
た
、
実
際
に
人
に
会
う
、
現
物
を
見
る
こ
と
か
ら

得
ら
れ
る
情
報
が
無
く
な
っ
た
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
現
場
感
」

を
失
い
痛
い
（
国
内
調
査
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
…
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
文
献
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
だ
け
で
論
文
を
書

く
こ
と
は
、
何
と
も
気
味
が
悪
い
。

ア
メ
リ
カ
に
旅
行
す
る
た
び
に
筆
者
が
楽
し
み
に
し
て
い
た
の

が
、
全
米
の
国
立
公
園
（N

ational
Park
）
を
め
ぐ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
眼
前
に
広
が
る
雄
大
な
自
然
、
歴
史
の
重
み
、
空
間
的

な
広
が
り
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
貴
重
な
自
然
資
源
や

景
観
、
歴
史
的
遺
産
等
を
保
全
す
る
た
め
に
、
国
立
公
園
を
設
置

し
て
当
該
地
域
内
の
開
発
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
二

二
年
現
在
で
全
米
四
二
三
公
園
、
約
八
、
五
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー

（
三
、
四
三
九
万
ha
）
が
指
定
さ
れ
、
約
二
万
人
の
内
務
省
国
立

公
園
局
職
員
、
二
七
万
九
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
管
理

さ
れ
て
い
る
。
年
間
の
訪
問
者
は
三
・
〇
億
人
に
達
す
る
（
国
立

公
園
局
Ｈ
Ｐ（https://w

w
w
.nps.gov/aboutus/faqs.htm

）（
二

〇
二
二
年
五
月
二
八
日
確
認
）
よ
り
）。

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
制
度
は
、
創
設
当
初
か
ら
「
保
護
と
利

用
」
の
両
立
を
特
徴
と
し
て
き
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
西
部
開
拓

の
影
響
で
貴
重
な
自
然
環
境
・
資
源
の
消
失
が
問
題
と
さ
れ
、
ジ

ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
等
に
よ
る
自
然
保
護
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
鉄
道
延
伸
に
伴
い
観
光
ブ
ー
ム
が
起
き
、
鉄
道
会
社
を
中
心

に
自
然
資
源
の
観
光
地
化
が
企
図
さ
れ
た
。
一
八
六
四
年
に
ヨ
セ

ミ
テ
渓
谷
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
公
園
と
し
て
指
定
さ
れ
（
一

八
九
〇
年
に
国
立
公
園
化
）、
一
八
七
二
年
に
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州

の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
が
初
め
て
の
国
立
公
園
と
し
て

指
定
さ
れ
た
。
国
立
公
園
法
（O

rganic
A
ct

）
が
制
定
さ
れ
、

体
制
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
の
は
一
九
一
六
年
の
こ
と
に
な

る
。国

立
公
園
で
は
自
家
用
車
の
利
用
が
必
須
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

は
大
都
市
以
外
で
の
公
共
交
通
機
関
が
充
実
し
て
お
ら
ず
、
辺
境

に
位
置
す
る
国
立
公
園
ま
で
移
動
で
き
る
公
共
交
通
機
関
な
ど
望

む
べ
く
も
な
い
。
公
園
内
も
広
大
な
敷
地
を
移
動
す
る
た
め
に
は

自
家
用
車
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
一
部
公
園
で
は
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
等
の
運
行
を
試
み
て
い
る
が
、
ま
だ
わ
ず
か
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
貴
重
な
自
然
資
源
が
保
護
さ
れ
て
い
る
公
園
内
を
、
排
気
ガ

ス
を
排
出
す
る
自
家
用
車
が
走
り
回
る
と
い
う
の
は
何
と
も
奇
異

で
あ
る
が
、「
保
護
と
利
用
」
を
掲
げ
る
ア
メ
リ
カ
国
立
公
園
制

度
の
あ
る
意
味
で
面
目
躍
如
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
ま
た
、
公
園

内
で
は
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
巨
大
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
乗

り
付
け
、
入
場
禁
止
区
域
以
外
の
至
る
所
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
密
」
に
な
り
に
く
い
キ
ャ
ン
プ
が
人
気
と

ア
メ
リ
カ
の
国
立
公
園
制
度
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の
こ
と
で
あ
る
。

「
保
護
と
利
用
」
に
関
し
て
、
行
政
府
は
「
保
護
」
の
方
を
重

視
す
る
傾
向
に
あ
る
。
国
立
公
園
は
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
指
定
さ

れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
国
立
記
念
遺
産
（N

ational
M
onum

ent
）
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
公
園
は
大
統
領
が
指
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
保
護
運
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
第
二
六
代

大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（
日
露
戦
争
の
講
和
条
約
で

あ
る
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を
仲
介
し
た
大
統
領
と
し
て
も
有
名
で

あ
る
）
が
主
導
し
て
一
九
〇
六
年
に
制
定
さ
れ
た
、
記
念
遺
産
保

存
法
（A

ntiquities
A
ct

）
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
カ
ー
タ
ー
、
ク
リ
ン
ト
ン
、
オ
バ
マ
等
の

歴
代
民
主
党
大
統
領
は
、
同
制
度
を
利
用
し
て
国
立
記
念
遺
産
の

指
定
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
特
に
カ
ー
タ
ー
は
ア
ラ
ス
カ
を
、
ク

リ
ン
ト
ン
と
オ
バ
マ
は
西
部
の
山
岳
地
域
を
開
発
か
ら
保
護
し
て

き
た
。
一
方
で
、
地
元
の
利
害
を
反
映
す
る
立
法
府
は
「
利
用
」

を
重
視
す
る
。
地
元
の
経
済
界
は
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
経
済

的
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
、
必
ず
し
も
望
ん
で
い
な
い
か
ら

で
あ
る
。
し
か
も
、
指
定
地
に
地
下
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
場

合
は
話
が
紛
糾
す
る
。
連
邦
議
会
も
大
統
領
に
よ
る
国
立
記
念
遺

産
の
指
定
を
苦
々
し
く
思
っ
て
お
り
、
一
九
四
三
年
と
一
九
七
八

年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
大
統
領
権
限
を
制
限
す
る
法
律
を
可
決
し

た
。こ

の
様
な
対
立
構
造
（
あ
る
意
味
で
均
衡
）
に
、
利
用
側
の
立

場
に
立
っ
て
急
進
的
な
行
動
を
と
っ
た
の
が
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
で
あ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
大
統
領
就
任
後
に
一
九
九
六
年

以
降
に
指
定
さ
れ
た
国
立
記
念
遺
産
の
見
直
し
を
指
示
し
、
実
際

に
二
〇
一
七
年
に
ベ
ア
ー
ズ
・
イ
ア
ー
ズ
国
立
記
念
遺
産
の
八
五

％
、
グ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
ア
ケ
ー
ス
�
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
国
立
記
念
遺

産
（
い
ず
れ
も
ユ
タ
州
）
の
四
七
％
を
縮
小
す
る
大
統
領
令
に
署

名
し
た
。
国
立
記
念
遺
産
制
度
が
創
設
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
、

大
規
模
な
取
り
消
し
で
あ
っ
た
。
両
遺
産
を
指
定
し
た
の
が
ト
ラ

ン
プ
の
当
選
に
批
判
的
で
あ
っ
た
ク
リ
ン
ト
ン
と
オ
バ
マ
で
あ

り
、
ト
ラ
ン
プ
の
個
人
的
な
意
趣
返
し
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
こ

の
決
定
が
国
立
公
園
制
度
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
全
米
に
波
紋
を

呼
ん
だ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
後
二
〇
二
一
年
に
、
民

主
党
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
よ
っ
て
縮
小
さ
れ
た
面
積
が
再
度
指

定
さ
れ
た
。

筆
者
の
様
な
海
外
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
に
と
っ
て
は
、
ア
メ
リ

カ
国
立
公
園
の
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
歴
史
が
今
後
も
守
ら
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
が
、
現
地
で
実
際
に
関
係
し
て
い
る
人
々
に
と

っ
て
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
国
立
公
園
制
度
も
ア
メ
リ
カ
社
会
に

お
け
る
政
治
的
論
争
の
一
つ
の
対
象
な
の
で
あ
る
。

（
お
に
く
）
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主
伐
期
を
迎
え
た
日
本
の
森
林

二
〇
一
五
年
四
月
号
に
同
名
の
日
本
の
森
林
に
つ
い
て
の
特
集

を
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
七
年
が
経
過
し
、
日
本
の
森
林
は
主
伐
期

を
迎
え
て
い
る
。
二
割
以
下
だ
っ
た
木
材
自
給
率
は
四
割
を
超

え
、
国
産
材
価
格
は
上
昇
し
、
需
要
は
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

各
地
で
森
林
崩
壊
に
よ
る
自
然
災
害
も
深
刻
度
を
加
え
て
い
る
。

こ
の
七
年
間
で
何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
。
日

本
の
森
林
問
題
の
原
因
と
解
決
の
た
め
の
方
策
を
、
再
度
林
業
政

策
、
林
業
経
営
、
鳥
獣
問
題
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
多

角
的
な
視
点
か
ら
検
討
い
た
だ
い
た
。

日
本
は
世
界
有
数
の
森
林
大
国
で
あ
り
、
農
地
面
積
の
五
倍
以

上
の
二
五
〇
〇
万
ha
の
森
林
面
積
を
抱
え
る
。
そ
の
う
ち
の
約
四

割
の
一
〇
〇
〇
万
ha
が
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
で
あ
る
。
そ
の

半
分
が
植
え
付
け
か
ら
五
〇
年
を
超
え
て
お
り
、
主
伐
期
を
迎
え

て
い
る
。
森
林
資
源
の
蓄
積
は
毎
年
六
千
万
㎥
増
加
し
、
現
在
は

約
五
四
億
㎥
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
活
用
と
循
環
利
用
に
向
け
て

の
計
画
的
な
再
造
成
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

四
割
を
超
え
た
木
材
自
給
率

木
材
自
給
率
は
二
〇
〇
二
年
の
一
八
・
八
％
を
底
に
上
昇
に
転

じ
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
で
は
四
一
・
八
％
に
ま
で
回
復
し
て
い

る
。
自
給
率
回
復
の
要
因
は
、
全
体
の
需
要
が
落
ち
込
む
中
で
輸

入
が
減
少
し
、
国
産
材
が
増
加
し
た
結
果
だ
が
、
自
給
率
が
最
低

だ
っ
た
二
〇
〇
二
年
を
基
準
に
、
用
途
ご
と
の
供
給
量
の
推
移
を

見
る
と
、
そ
の
理
由
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
最
も
増
え
て
い
る
の

は
国
産
燃
料
材
で
二
〇
二
〇
年
に
は
二
〇
〇
二
年
の
四
七
倍
に
ま

で
、
輸
入
燃
料
材
も
四
・
九
倍
に
な
っ
て
い
る
。
燃
料
材
は
二
〇

特
集

日
本
の
森
林
―
問
題
の
深
刻
さ
と
解
決
へ
の
道
筋
・
再
考

小
林
信
一

静
岡
県
立
農
林
環
境
専
門
職
大
学
短
大
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一
四
年
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
な
ど
で
利
用
さ
れ
た
燃
料
用
チ
ッ
プ
を
薪
炭
材
に
加

え
た
た
め
だ
。
二
〇
一
二
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定

価
格
買
取
制
度
）
の
効
果
と
み
ら
れ
る
。
国
産
用
材
も
輸
入
用
材

が
同
時
期
に
ほ
ぼ
半
減
す
る
中
で
、
約
一
・
四
倍
に
な
っ
た
が
、

燃
料
材
の
増
加
が
自
給
率
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
。

輸
入
燃
料
材
も
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
木
材
の

用
途
自
体
に
大
き
く
影
響
し
た
と
言
え
る
。

総
供
給
量
に
占
め
る
各
用
途
の
割
合
は
、
自
給
率
が
九
割
だ
っ

た
一
九
六
〇
年
で
は
国
産
用
材
が
六
九
％
、
国
産
燃
料
材
（
薪
炭

材
）
が
二
〇
％
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
自
給
率
が
最
低
だ
っ
た
二
〇

〇
二
年
に
は
輸
入
用
材
が
約
八
〇
％
に
達
し
、
国
産
用
材
は
約
一

八
％
、
国
産
燃
料
材
は
一
％
以
下
と
な
っ
た
（
表
1
）。
自
給
率

が
四
一
・
八
％
に
ま
で
回
復
し
た
二
〇
二
〇
年
で
は
、
国
産
用
材

の
割
合
も
約
三
〇
％
ま
で
増
え
、
対
照
的
に
輸
入
用
材
は
五
三
％

ま
で
低
下
し
た
一
方
、
燃
料
材
は
一
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
効
果
と
課
題

結
局
、
木
材
自
給
率
の
増
加
を
け
ん
引
し
て
き
た
の
は
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
制
度
の
導
入
に
よ
る
燃
料
材
の
増
加
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
吉

岡
拓
如
氏
は
、「
国
産
材
利
用
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
の
中
で
、

「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
未
利
用
材
由
来
の
電
気
に
高
額
な
買
取
価
格
が
設
定

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
…
利
用
の
中
心
は
間
伐
材

表1 用途別供給量割合の推移

資料：農水省「木材需給表」より作成
注：1）「燃料材」とは、木炭、薪、燃料用チップ及びペレットである。

2014年から燃料用チップを「薪炭材」に新たに計上し、項目名を「燃料材」に変更。
2）木材自給率は、分母に総供給量を用いており、食料自給率とは定義が異なる。
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で
あ
り
、
林
地
残
材
の
利
用
は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は

Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
終
了
と
と
も
に
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
量
が
激
減

し
て
し
ま
う
お
そ
れ
す
ら
あ
る
」
と
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

「
令
和
一
〇
年
代
半
ば
に
は
、
多
く
の
人
工
林
が
除
伐
や
保
育
間

伐
が
必
要
と
な
る
時
期
を
迎
え
…
こ
の
除
伐
や
保
育
間
伐
の
際
に

発
生
す
る
小
径
木
も
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
有
望
視
で
き

る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
本
来
の
未
利
用
資
源
で
あ
る
林
地
残
材

を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
」
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と

し
、「
里
山
の
広
葉
樹
の
活
用
を
進
め
」
る
こ
と
や
、「
増
え
続
け

る
耕
作
放
棄
地
の
活
用
を
含
め
た
、
早
生
樹
の
よ
う
な
栽
培
生
産

に
よ
っ
て
」「
収
穫
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る

未
利
用
材
と
同
等
に
買
い
取
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て
扱
え
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
さ
れ
て

い
る
。

七
年
間
の
変
化
と
森
林
政
策
の
変
容

佐
藤
宣
子
氏
は
「
主
伐
・
再
造
林
へ
の
森
林
政
策
の
転
換
と
矛

盾
の
広
が
り
」
と
題
し
て
、
こ
の
七
年
間
の
変
化
を
第
一
に
、「
林

業
を
と
り
ま
く
国
際
的
な
状
況
」
の
大
き
な
変
化
、
第
二
に
「
集

中
豪
雨
や
台
風
、
地
震
と
い
っ
た
自
然
災
害
に
よ
る
林
野
関
係
被

害
の
増
加
と
被
害
形
態
の
変
化
」
を
上
げ
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
、

森
林
政
策
が
「
間
伐
推
進
か
ら
主
伐
・
再
造
林
推
進
へ
」
と
転
換

し
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
際
状
況
の
変
化
は
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
「
米
国
で
の
郊

外
住
宅
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
、
木
材
価
格
上
昇
を
見
越
し
た
先
物
取
引

市
場
で
の
投
機
的
取
引
」
に
よ
り
「
二
○
二
一
年
五
月
以
降
、
木

材
価
格
が
急
上
昇
し
」
た
こ
と
、
さ
ら
に
「
二
○
二
二
年
二
月
か

ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
」
で
外
材
輸
入
が
不
安
定

化
し
、「
国
産
材
利
用
に
大
き
く
舵
を
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」

に
あ
る
と
す
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
国
は
「
切
り
捨
て
間
伐
か
ら
搬
出
を
促
し
、

木
材
自
給
率
の
向
上
と
長
伐
期
の
森
林
経
営
を
目
指
し
た
民
主
党

政
権
時
代
の
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
か
ら
、
木
材
供
給
を

更
に
増
や
す
た
め
に
主
伐
（
ほ
ぼ
皆
伐
に
よ
る
主
伐
）
推
進
へ
」

と
転
換
を
図
っ
た
。
そ
の
問
題
点
と
し
て
、
①
地
球
温
暖
化
を
抑

止
す
る
機
能
を
高
め
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
主
伐
に
よ
る
森
林

の
「
若
返
り
」
も
水
土
保
全
や
生
物
多
様
性
の
保
全
機
能
は
む
し

ろ
低
下
さ
せ
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
、
②
主
伐
し
て

も
再
造
林
に
要
す
る
費
用
を
捻
出
で
き
な
い
こ
と
か
ら
再
造
林
面

積
割
合
は
主
伐
面
積
の
三
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
森
林
の

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
増
加
も
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
政
策
転
換
が
森
林
審
議
会
で
ほ
と
ん
ど
議
論
な
さ
れ

な
い
ま
ま
に
、閣
議
決
定
さ
れ
た
点
を
批
判
さ
れ
る
。こ
の
点
は
、

『「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
「
新
し
い
林
業
」』
の
テ
ー

マ
で
執
筆
い
た
だ
い
た
三
木
敦
朗
氏
も
「
官
邸
主
導
の
…
基
本
法
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無
視
の
政
策
過
程
で
」、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
民

主
主
義
を
破
壊
し
な
が
ら
確
立
さ
れ
た
と
批
判
す
る
。

森
林
経
営
管
理
法
（
二
〇
一
八
年
）
は
、「
森
林
の
林
業
的
利

用
を
進
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
」、『
市
町
村
が
経
営
管
理
…
を
森

林
所
有
者
か
ら
集
積
し
、
林
業
適
地
は
「
意
欲
と
能
力
を
有
す
る

林
業
経
営
者
」
に
経
営
管
理
権
を
十
五
年
以
上
の
長
期
に
亘
っ
て

配
分
す
る
』（
佐
藤
氏
）
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『「
森

林
を
育
成
し
、
生
産
を
お
こ
な
っ
て
再
び
森
林
を
育
成
す
る
」
と

い
う
行
為
は
、
誰
が
お
こ
な
っ
て
も
「
経
営
」
と
し
て
成
立
す
る

の
が
難
し
い
』（
三
木
氏
）
中
で
、「
林
業
経
営
者
」
は
、
長
期
に

亘
っ
て
森
林
を
育
成
す
る
担
い
手
で
は
な
く
、
伐
採
・
再
造
林
と

い
う
森
林
に
短
期
的
に
関
わ
る
主
体
」
で
、「
多
面
的
な
恵
み
を

長
期
に
亘
っ
て
維
持
す
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
実
現

す
る
と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
伐
採
�
木
材
生
産
あ
り

き
の
担
い
手
像
」（
佐
藤
氏
）
と
な
っ
て
い
る
。「
日
本
の
森
林
再

生
の
方
向
」
の
テ
ー
マ
で
執
筆
さ
れ
た
中
岡
茂
氏
も
、「
現
下
の

森
林
・
林
業
政
策
は
「
森
林
の
持
続
」
よ
り
も
「
林
業
の
再
生
」

に
傾
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
林
業
に
傾
注
す
る
あ
ま
り
、
せ
っ
か

く
再
生
な
っ
た
森
林
を
破
壊
し
か
か
っ
て
い
る
」
と
す
る
。「
森

林
・
林
業
経
営
は
、
国
が
標
準
的
な
森
林
施
業
を
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
個
々
の
経
営
者
が
考
え
た
森
林
施
業
を
尊
重
す
べ
き

で
あ
る
」
の
に
、
一
律
的
な
施
業
を
押
し
付
け
る
補
助
政
策
に
よ

っ
て
、「
技
術
と
経
営
の
自
由
度
を
奪
い
、
森
林
を
殺
し
て
し
ま

っ
て
い
る
」（
中
岡
氏
）
と
現
行
政
策
を
批
判
さ
れ
て
い
る
。

山
元
立
木
価
格
に
反
映
し
な
い
木
材
価
格
の
上
昇

「
主
伐
推
進
へ
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
二
○
一
〇
年
代
後
半
に

は
、
主
伐
面
積
が
増
加
し
た
も
の
の
、
二
○
二
一
年
の
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
前
ま
で
は
長
期
に
木
材
価
格
は
低
迷
し
て
い
た
」（
佐
藤

氏
）。
そ
の
理
由
は
、「
比
較
的
低
価
格
の
合
板
用
材
や
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
用
材
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
」（
三
木
氏
）
と
す
る
。

立
花
敏
氏
は
「
木
材
貿
易
の
変
化
を
踏
ま
え
た
日
本
の
対
応
」

に
お
い
て
、「
持
続
的
森
林
経
営
に
と
っ
て
山
元
立
木
価
格
の
上

昇
は
不
可
欠
な
わ
け
だ
が
、
な
か
な
か
そ
れ
が
実
現
で
き
て
」
お

ら
ず
、「
国
内
市
場
に
お
い
て
国
産
木
材
製
品
と
輸
入
木
材
製
品

の
競
争
関
係
が
強
ま
る
中
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
国
内
の
丸
太
や

立
木
の
価
格
に
波
及
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。「
日
本
が
、
国

内
で
国
産
材
を
使
う
（
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
）
時
代
に
な
っ
て
い

く
と
す
る
な
ら
、
そ
の
利
益
を
川
上
側
に
分
配
す
る
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
」（
三
木
氏
）
と
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

野
生
鳥
獣
被
害
の
深
刻
化
と
森
林
の
再
生

前
回
の
特
集
で
は
四
国
地
方
に
お
け
る
鳥
獣
害
の
深
刻
化
と
森

林
の
荒
廃
に
つ
い
て
、
依
光
良
三
氏
に
執
筆
い
た
だ
い
た
が
、
今

回
は
鳥
獣
問
題
と
の
関
連
で
は
執
筆
い
た
だ
い
て
い
な
い
。
筆
者

は
全
日
本
鹿
協
会
の
事
務
局
を
担
当
し
、
こ
の
一
五
年
ほ
ど
シ
カ
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問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
特
に
、
富
士
山
の
西
麓
に
位
置
す
る

朝
霧
高
原
を
中
心
に
シ
カ
害
の
調
査
と
森
林
整
備
の
活
動
に
参
画

し
て
き
た
。
そ
の
体
験
を
踏
ま
え
、
鳥
獣
問
題
と
森
林
の
関
係
に

つ
い
て
、
若
干
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

鳥
獣
被
害
は
農
村
部
の
み
な
ら
ず
都
市
部
の
問
題
と
し
て
顕
在

化
し
、
深
刻
化
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
度
の
農
産
物
被
害
は
前

年
よ
り
増
加
し
一
六
一
億
円
と
な
り
、
そ
の
う
ち
シ
カ
が
最
も
多

い
三
五
％
を
占
め
て
い
る
。
被
害
の
増
加
は
耕
作
放
棄
や
離
農
の

要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
森
林
被
害
面
積
は
全
国
で
約
五
七

〇
〇
ha
に
及
び
、
そ
の
七
割
が
シ
カ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
。
森
林
の
下
層
植
生
を
食
い
尽
く
し
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
山
崩

れ
も
頻
発
し
、
都
市
の
自
然
災
害
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
最

近
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
な
ど
が
市
街
地
に
出
没
し
、
交
通

事
故
や
人
身
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
鳥
獣
問
題
は
農
村
部

の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市
の
問
題
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

富
士
山
西
麓
地
域
の
シ
カ
の
棲
息
密
度
は
、
個
体
数
調
整
を
行

っ
て
い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
二
七
頭
／
㎢
と
適
正
密
度
の
六
か

ら
九
倍
で
、
シ
カ
の
採
食
圧
に
よ
る
下
層
植
生
消
失
や
樹
木
の
枯

損
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
朝
霧
高
原
は
約
七
〇
〇
ha
の
草
地
が
広

が
る
酪
農
地
帯
だ
が
、
我
々
の
調
査
で
も
酪
農
家
の
牧
草
被
害
は

甚
大
で
、
収
量
の
五
割
程
度
が
食
害
を
受
け
て
い
た
1
）。
セ
ン
サ

ー
カ
メ
ラ
を
用
い
た
シ
カ
の
行
動
調
査
に
よ
る
と
、
草
地
の
後
背

朝霧高原の牧草地を駆け回るシカ
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山
林
地
に
棲
息
し
て
い
る
シ
カ
は
、
夕
方
に
平
地
林
に
下
り
て
き

て
、
日
没
を
待
っ
て
草
地
に
下
り
て
採
食
し
、
日
の
出
と
と
も
に

山
に
帰
る
規
則
正
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
2
）。
ま
た
、
森
林
の

樹
皮
齧
り
や
角
研
ぎ
に
よ
っ
て
、
樹
木
の
枯
損
も
多
く
、
林
業
経

営
に
も
大
き
な
損
害
を
与
え
て
い
る
。
我
々
は
、
個
体
数
調
整
さ

れ
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
シ
カ
の
資
源
活
用
と
と
も
に
、「
シ
カ
の

棲
め
る
森
作
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
や
混
交
林
化
、
あ
る
い
は

鹿
柵
の
設
置
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
、「
ふ
じ
の
く
に

未
来
財
団
」
の
支
援
を
得
て
、
富
士
西
麓
地
域
の
森
林
整
備
活
動

を
行
っ
て
い
る
が
、
適
正
な
管
理
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
森
作

り
を
行
え
ば
、「
シ
カ
と
の
共
生
」
が
可
能
な
の
か
は
、
手
探
り

の
状
況
で
あ
る
。
皆
伐
後
は
、
植
栽
し
た
と
し
て
も
シ
カ
害
を
最

も
受
け
や
す
く
、
結
果
と
し
て
土
壌
崩
壊
も
起
き
や
す
い
。

戦
後
の
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
〇
万
ha
に
及
ぶ
人

工
林
に
よ
る
森
林
再
生
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
状
は
真
の
再
生
と

は
程
遠
い
状
況
で
は
な
い
か
。
人
間
が
手
を
加
え
た
森
林
は
、
最

後
ま
で
人
に
よ
る
世
話
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
可
能
と
な

る
方
途
は
見
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

引
用
文
献

1
）
黒
崎
弘
平
、
小
林
信
一
ら
（
二
〇
一
九
）
酪
農
場
に
お
け
る
野
生
鳥

獣
被
害
の
実
態

―
静
岡
県
朝
霧
高
原
を
事
例
と
し
て
―

日
本
鹿

研
究

№
11

2
）
小
林
信
一
、
竹
川
将
樹
ら
（
二
〇
一
三
）「
野
生
鳥
獣
に
よ
る
地
域
振

興
の
試
み
と
大
学
の
役
割
―
静
岡
県
富
士
宮
市
」『
地
域
の
復
興
再
生

力
と
大
学
の
役
割
パ
ー
ト
2
』

九
三
〜
九
五
、
農
林
統
計
協
会

シカ害の広がる林地
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「
森
林
資
源
に
関
す
る
Ｕ
字
型
仮
説
」
と
「
森
林
飽
和
」

筆
者
が
学
部
生
の
と
き
に
受
講
し
た
森
林
政
策
学
の
講
義
で
、

永
田
信
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
の
「
森
林
資
源
に
関
す
る

Ｕ
字
型
仮
説
」
を
教
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
横
軸
に
経
済
発
展
の
段

階
を
あ
る
尺
度
、た
と
え
ば
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ（
原
文
マ
マ
）

を
と
り
、
縦
軸
に
森
林
資
源
量
、
た
と
え
ば
一
人
あ
た
り
の
森
林

面
積
を
と
る
と
、
歴
史
の
流
れ
に
つ
れ
て
、
Ｕ
字
型
が
描
け
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
（
永
田
ら
、
一
九
九
四
）。
経
済
発
展
の
初
期

に
は
森
林
は
豊
富
に
あ
る
が
、
経
済
発
展
と
と
も
に
森
林
は
減
少

し
て
い
き
、
あ
る
時
期
を
越
え
る
と
再
び
増
加
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
を
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
熱
帯
諸
国
の
森
林
資
源
量

を
回
復
さ
せ
る
た
め
の
経
済
的
・
社
会
的
条
件
を
考
察
す
る
た
め

に
適
用
し
た
理
論
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。
日
本
も
こ

の
仮
説
の
と
お
り
、
戦
後
の
復
興
の
た
め
に
大
量
の
木
材
を
伐
採

し
て
い
た
あ
た
り
で
Ｕ
字
の
�
底
�
を
打
ち
、
荒
廃
し
た
国
土
に

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
造
林
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
経
済
発
展
の
裏

で
成
長
を
続
け
る
人
工
林
の
手
入
れ
も
ま
ま
な
ら
ぬ
ま
ま
、
次
々

と
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
同
じ

く
学
部
生
の
と
き
に
教
わ
っ
た
太
田
猛
彦
先
生
（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）
は
、
ひ
と
こ
ろ
「
自
然
破
壊
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
「
日

本
の
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
に
定

着
し
て
し
ま
っ
た
現
在
の
日
本
の
状
況
を
「
森
林
飽
和
」
と
表
現

し
た
う
え
で
、
私
た
ち
が
「
自
然
を
大
切
に
」
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
間
に
、
そ
の
森
林
で
�
新
た
な
荒
廃
�
が
起
き
て
し
ま
っ
た

と
問
題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
（
太
田
、
二
〇
一
二
）。
両
先
生
の

ご
高
説
を
前
に
す
れ
ば
新
た
な
知
見
は
何
も
見
出
せ
な
い
け
れ
ど

も
、
本
稿
で
は
木
材
需
給
の
推
移
（
図
1
）
を
眺
め
な
が
ら
、
増

国
産
材
利
用
の
過
去
・
現
在
・
未
来

吉
岡
拓
如

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
准
教
授
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え
続
け
る
日
本
の
森
林
資
源
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
理

由
を
考
え
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
国
産
材
利
用
を
概
観
す
る
と
と
も

に
今
後
の
課
題
を
展
望
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
国
産
材
利
用

東
海
道
五
十
三
次
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
の
山

は
、
数
本
の
松
が
ま
ば
ら
に
生
え
て
い
る
だ
け
と
い
う
も
の
が
多

い
。
こ
れ
は
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
燃
料
の
ほ
と
ん

ど
を
、
薪
や
炭
な
ど
の
森
林
資
源
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
樹
木
を
失
っ
た
山
は
保
水
力
が
低
下
し
、
大
雨
が
降

る
た
び
に
土
砂
災
害
や
水
害
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
明
治
以
降
、

治
水
三
法
（
明
治
二
九
年
制
定
の
河
川
法
、
明
治
三
〇
年
制
定
の

砂
防
法
と
森
林
法
）
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
木
を
植
え
る
こ
と
で

山
を
治
め
て
き
た
。
こ
こ
で
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
木
材
伐
採
量

の
推
移
（
図
2
）
を
見
て
み
る
と
、
ピ
ー
ク
の
昭
和
一
八
年
に
は

伐
採
量
が
一
億
㎥
を
超
え
て
い
た
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
戦
中
ま

で
は
伐
採
量
の
六
割
を
超
え
る
量
が
薪
炭
材
に
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
日
本
の
森
林
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
な
っ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
森
林
鉄
道
で
は
、
昭
和
五
年
頃
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

機
関
車
へ
の
木
炭
ガ
ス
や
薪
ガ
ス
発
生
装
置
の
取
り
付
け
が
試
み

ら
れ
、
戦
後
ま
で
代
替
燃
料
で
木
材
生
産
が
続
け
ら
れ
た
。
市
内

を
走
る
一
般
自
動
車
も
、
戦
後
し
ば
ら
く
は
ガ
ス
発
生
装
置
を
取

図1 木材供給量と自給率の推移（林野庁，2022）
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り
付
け
て
い
た
（
酒
井
、
二
〇
二
〇
）。

戦
後
に
は
復
興
の
た
め
に
大
量
の
木
材
が
必
要
と
な
り
、
山
か

ら
木
が
伐
り
出
さ
れ
た
結
果
、
個
人
や
企
業
、
地
方
自
治
体
が
所

有
す
る
森
林
で
あ
る
民
有
林
の
資
源
が
不
足
し
て
し
ま
い
、
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
ひ
っ
迫
し
木
材
価
格
が
高
騰
し
た
。
一
方
、
比
較
的

奥
地
に
あ
る
た
め
国
が
管
理
す
る
国
有
林
に
は
緑
が
残
っ
て
い
た

が
、
当
時
の
世
論
に
は
、
林
野
庁
は
木
材
を
出
し
惜
し
み
し
て
い

て
怪
し
か
ら
ん
、
国
有
林
か
ら
ど
ん
ど
ん
伐
採
し
ろ
と
い
う
論
調

す
ら
存
在
し
、
こ
の
空
気
が
昭
和
四
〇
年
代
前
半
ま
で
続
く
こ
と

に
な
る
（
山
田
、
二
〇
二
〇
）。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
拡
大
造

林
と
木
材
の
輸
入
自
由
化
と
い
う
二
つ
の
政
策
を
昭
和
三
〇
年
代

に
実
行
し
た
。

拡
大
造
林
と
は
、
端
的
に
い
え
ば
単
位
面
積
あ
た
り
の
成
長
速

度
の
遅
い
天
然
林
を
伐
採
し
、
そ
こ
に
真
っ
直
ぐ
伸
び
て
成
長
の

早
い
ス
ギ
や
柱
材
と
し
て
の
価
値
が
高
い
ヒ
ノ
キ
、
寒
さ
に
強
い

カ
ラ
マ
ツ
を
植
え
る
こ
と
で
、
全
国
各
地
に
人
工
林
を
造
成
し
て

い
っ
た
こ
と
を
指
す
。
昭
和
三
〇
年
頃
に
始
ま
っ
た
燃
料
革
命
に

よ
っ
て
薪
や
炭
の
需
要
が
激
減
し
た
た
め
、
山
村
で
は
代
わ
り
の

収
入
源
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
拡
大
造
林
に
よ
っ
て
人
工
林
の
造
成
を
加
速
さ
せ
た

と
し
て
も
、
農
作
物
と
異
な
り
、
木
が
育
つ
に
は
数
十
年
と
い
う

年
月
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
急
増
す
る
木
材
需
要
に
手
っ
取
り
早

く
対
応
す
る
に
は
輸
入
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和

図2 戦前・戦中・戦後の木材伐採量の推移（林野庁，2018）注1）
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三
九
年
に
は
木
材
（
丸
太
）
の
輸
入
が
完
全
に
自
由
化
さ
れ
、
日

本
の
林
業
が
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

為
替
レ
ー
ト
の
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
（
昭
和
四
八
年
）、
プ
ラ

ザ
合
意（
昭
和
六
〇
年
）を
経
て
円
高
ド
ル
安
が
加
速
し
た
た
め
、

海
外
か
ら
容
易
に
木
材
を
輸
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
木
材
自
給

率
は
下
落
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
く
。

当
時
の
山
村
の
置
か
れ
た
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
図
3
に
、
ス

ギ
一
㎥
で
雇
用
で
き
る
伐
木
作
業
者
数
を
示
す
。
こ
の
グ
ラ
フ

は
、
林
地
に
生
え
て
い
る
状
態
で
の
ス
ギ
一
㎥
あ
た
り
の
価
格
を

意
味
す
る
山
元
立
木
価
格
を
、
木
材
伐
出
業
の
賃
金
で
割
っ
た
値

の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
昭
和
三
六
年
に
は
、
一
㎥
で
一
日
一
〇

人
以
上
を
雇
え
て
い
た
。
危
険
を
伴
う
林
業
に
お
い
て
、
木
材
の

価
値
が
高
く
労
働
集
約
的
な
作
業
が
可
能
で
あ
っ
た
時
代
は
、
生

産
性
よ
り
も
安
全
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
や
が
て
拡
大
造
林
に

よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
人
工
林
は
保
育
期
に
入
る
が
、
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
林
業
経
営
を
考
え
る
場
合
に
必
要
な
生
産
基
盤
と
し

て
の
林
道
建
設
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に

公
害
問
題
を
契
機
と
し
た
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る

と
、
世
論
も
掌
を
返
し
た
よ
う
に
批
判
を
繰
り
広
げ
、
木
が
十
分

に
大
き
く
な
く
基
盤
整
備
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
国
際
競
争
を
強

い
ら
れ
、
国
産
材
の
シ
ェ
ア
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

木
材
利
用
の
側
の
要
因
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
建
築
工
法
の
変

化
に
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
従
来
は
地
域
の
工
務
店
が
住
宅
の

図3 スギ1㎥で雇用できる伐木作業者数（吉岡・山﨑，2018）
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建
築
を
受
注
し
、
お
抱
え
の
大
工
が
現
場
の
様
子
を
見
な
が
ら
製

材
品
を
加
工
し
て
組
み
立
て
て
い
く
と
い
う
工
法
が
主
流
で
あ
っ

た
。
し
か
し
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
の
進
出
も
あ
い
ま
っ
て
、
あ

ら
か
じ
め
工
場
で
加
工
し
、
現
地
で
は
プ
ラ
モ
デ
ル
の
よ
う
な
感

覚
で
組
み
立
て
る
プ
レ
カ
ッ
ト
工
法
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
材
料
と
し
て
の
木
材
に
求
め
ら
れ
る

水
準
は
高
く
な
っ
て
い
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
に
含
水
率
が
あ

り
、
加
工
段
階
で
乾
燥
に
よ
り
含
水
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
な
と
こ
ろ
、
高
性
能
な
乾
燥
設
備
を
持
た
な
い
零
細
な
製
材
工

場
は
、
製
材
品
の
規
格
化
が
進
む
過
程
で
そ
の
多
く
が
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
た
。
大
規
模
製
材
工
場
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
る
一
方
、
径

級
の
そ
ろ
っ
た
丸
太
を
大
量
か
つ
安
定
的
に
供
給
す
る
能
力
が
国

内
に
は
十
分
に
存
在
し
な
い
と
い
う
、
木
材
の
流
通
構
造
の
問
題

が
顕
在
化
し
た
。
一
時
的
・
局
所
的
に
外
材
の
価
格
が
国
内
の
原

木
市
場
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
る
と
い
う
逆
転
現
象
が
発
生
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
入
丸
太
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
す
ら

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
総
じ
て
見
れ
ば
、
国
内
の
木
材
供
給
体
制

が
こ
の
変
化
の
速
度
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

も
、
日
本
の
森
林
資
源
が
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
一
因
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

国
産
材
利
用
の
現
状

⑴

木
材
自
給
率
は
回
復
基
調

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
木
材
自
給
率
は
、
平
成
一
四
年
の
一
八

・
八
％
を
底
に
回
復
基
調
に
あ
り
、
令
和
二
年
に
は
四
一
・
八
％

と
お
よ
そ
半
世
紀
ぶ
り
に
四
〇
％
台
の
水
準
に
戻
し
た
。
人
工
林

資
源
の
成
熟
に
伴
い
素
材
生
産
量
が
少
し
ず
つ
増
加
す
る
一
方
、

昭
和
末
期
か
ら
平
成
初
期
に
か
け
て
の
バ
ブ
ル
経
済
の
頃
に
は
年

間
一
億
㎥
を
超
え
て
い
た
木
材
需
要
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期

に
わ
た
る
経
済
不
況
で
住
宅
着
工
戸
数
が
減
少
す
る
等
の
理
由
に

よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
、
主
に
輸
入
材
が
減
少
し
て
相
対
的
に
国

産
材
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
自
給
率
回
復
の
理
由
と
い
え

る
。
将
来
的
な
人
口
減
少
社
会
を
勘
案
す
れ
ば
、
従
来
の
建
築
・

建
設
用
の
資
材
や
紙
・
パ
ル
プ
用
の
原
料
と
し
て
の
需
要
の
飛
躍

的
な
増
加
は
期
待
で
き
ず
、
新
た
な
需
要
の
喚
起
が
必
要
と
な
ろ

う
。
ま
た
製
材
工
場
の
大
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
林

業
サ
イ
ド
に
も
、
山
を
在
庫
と
位
置
付
け
、
い
か
に
森
林
資
源
情

報
を
整
備
し
、
機
械
化
を
進
め
、
路
網
を
拡
充
し
て
い
く
か
と
い

う
視
点
が
求
め
ら
れ
る
。

人
工
林
の
平
均
蓄
積
は
平
成
二
八
年
度
末
時
点
で
三
二
四
㎥
／

ha
で
あ
り
、
す
で
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
水
準
に
達
し
て
い
る
。

日
本
の
木
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
機
械
化

と
基
盤
整
備
に
よ
る
素
材
生
産
体
制
さ
え
整
え
ば
、
林
業
先
進
国
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と
同
等
の
生
産
性
を
期
待
で
き
る
素
地
は
あ
る
こ
と
に
な

る
注
2
）。
造
材
機
能
を
持
つ
プ
ロ
セ
ッ
サ
と
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
一

本
の
木
か
ら
丸
太
を
つ
く
る
速
度
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
た
め
、
大

き
な
木
を
処
理
す
る
こ
と
で
生
産
性
が
上
が
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
そ
の
点
で
は
、
人
工
林
の
成
熟
は
機
械
化
林
業
に
と
っ
て
好

材
料
で
あ
る
。

た
だ
し
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
る
状
況
に
は
な
い
。
平
成
初

期
に
比
較
的
地
形
の
緩
や
か
な
北
海
道
で
導
入
さ
れ
た
伐
木
機
能

を
持
つ
フ
ェ
ラ
ー
バ
ン
チ
ャ
と
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
、
木
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
安
全
に
木
を
伐
り
倒
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
い

ま
で
は
そ
の
作
業
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
行
っ
て
い
る
現
場
も
多

い
。
か
た
や
製
材
工
場
に
目
を
向
け
る
と
、
か
つ
て
は
丸
太
が
太

い
ほ
ど
大
き
な
断
面
の
柱
や
梁
が
得
ら
れ
る
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な

部
材
が
多
く
と
れ
る
と
い
う
理
由
か
ら
大
径
材
の
価
値
が
高
い
時

代
も
あ
っ
た
が
、
木
材
加
工
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
挽
板
を
貼
り

合
わ
せ
て
つ
く
る
構
造
用
集
成
材
な
ど
に
代
替
さ
れ
、
さ
ら
に
現

在
の
量
産
型
の
製
材
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
若
齢
の
人
工
林
が

多
か
っ
た
関
係
で
大
量
に
供
給
さ
れ
る
中
小
径
木
を
効
率
よ
く
製

材
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
重
い
大
径
材
を
処
理
で
き
な

い
た
め
に
�
太
い
丸
太
の
方
が
安
い
�
事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
材
の
大
型
化
に
対
応
し
た
生
産
・
加
工
体
制
の

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
収
穫
期
を
迎
え
た
人
工
林
に
は
、
主
伐
と
し
て
す

べ
て
の
立
木
を
伐
採
し
て
搬
出
す
る
皆
伐
と
い
う
や
り
方
が
一
般

的
で
あ
る
。
皆
伐
再
造
林
が
進
み
つ
つ
あ
る
一
方
で
、「
伐
っ
た

ら
植
え
る
」
が
基
本
の
林
業
に
お
い
て
、
伐
採
跡
地
に
再
び
造
林

す
べ
き
と
こ
ろ
、
主
伐
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
益
だ
け
で
は
苗
木

を
購
入
し
て
木
を
植
え
、
下
刈
り
、
除
伐
、
間
伐
と
い
っ
た
保
育

作
業
を
施
す
費
用
を
賄
え
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
更
新
が
放
棄
さ

れ
る
再
造
林
放
棄
地
も
全
国
各
地
で
拡
大
し
、
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
林
野
庁
も
造
林
や
保
育
の
経
費
を
低
減
す
べ
く
、
制

度
設
計
と
研
究
開
発
の
両
面
か
ら
対
策
を
進
め
て
は
い
る
。

⑵
�
二
〇
一
六
年
問
題
�
の
そ
の
後

本
誌
第
七
六
二
号
（
二
〇
一
五
年
四
月
発
行
）
に
お
い
て
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
の
固
定
価
格
買
取
制
度
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
）
に
お
け
る
「
未
利
用
材
」
を
燃
料
と
す
る
発
電
所
の
多
く
が
、

平
成
二
八
年
度
末
ま
で
に
稼
働
開
始
を
予
定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

間
伐
材
、
林
地
残
材
等
の
未
利
用
材
の
供
給
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
、
燃
料
確
保
の
見
通
し
が
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
あ
っ
た
こ
と
を
�
二
〇
一
六
年
問
題
�
と
し
て
紹
介
し
た
（
吉

岡
、
二
〇
一
五
）。

木
材
需
給
表
の
区
分
に
お
け
る
燃
料
材
の
国
内
消
費
量
の
推
移

を
図
4
に
示
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二
四
年
に
二
八
・

一
％
で
あ
っ
た
木
材
自
給
率
が
、
令
和
二
年
に
は
四
一
・
八
％
ま

で
回
復
し
た
訳
で
あ
る
が
、
燃
料
材
を
除
く
と
三
五
・
八
％
に
と

ど
ま
る
注
3
）。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
起
因
す
る
未
利
用
材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
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用
量
の
加
速
度
的
な
増
加
が
自
給
率
上
昇
の
原
動
力
と
な
る
と
と

も
に
、
以
前
は
ほ
と
ん
ど
未
利
用
で
あ
っ
た
�
林
地
残
材
�
の
利

用
が
進
ん
で
い
る
。
た
だ
し
図
4
に
お
け
る
燃
料
用
チ
ッ
プ
等
用

材
（
国
内
生
産
）
の
主
力
は
、
本
来
の
意
味
で
の
林
地
残
材
で
は

な
く
間
伐
材
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
未
利
用

材
は
「
間
伐
材
と
持
続
的
な
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
か
ら
の

主
伐
材
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
伐
採
に
よ
り
発
生
す
る
林
地
残
材
」

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
末
木
や
枝
条
、
端
材
か
ら
構
成
さ
れ
る
か

さ
張
る
林
地
残
材
よ
り
も
、
中
身
の
詰
ま
っ
た
間
伐
材
の
利
用
が

先
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
森
林
学
会
の
各
誌
で
特

集
が
企
画
さ
れ
た
ほ
か
、
学
会
大
会
の
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
議
論
さ
れ
た
。
平
成
二
八
年
三
月
の
第
一
二
七
回
大
会
で

は
、
二
〇
一
六
年
問
題
は
い
ま
の
と
こ
ろ
平
穏
で
あ
る
と
い
う
認

識
で
ま
と
ま
っ
た
。
平
成
二
九
年
の
第
一
二
八
回
大
会
で
は
、
未

利
用
材
の
供
給
に
関
し
て
平
成
二
八
年
末
を
迎
え
て
も
概
ね
十
分

に
賄
え
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
生
産
能
力
に
余
裕
す
ら
あ
っ

た
と
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
端
材
に
売

り
先
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
、
伐
採
量
の
増
加
、
造
材
歩
留
ま
り
の

向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
素
材
生
産
の
活
況
に
少
な
か
ら

ず
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
姿
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
ま
た
、
未

利
用
材
と
チ
ッ
プ
材
の
価
格
競
争
に
つ
い
て
は
、
紙
生
産
の
意
欲

が
減
退
し
て
い
る
こ
と
が
、
未
利
用
材
の
利
用
を
後
押
し
し
て
い

図4 燃料材の国内消費量の推移（林野庁，2022）
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る
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
今
後
さ
ら
に
未
利
用
材
の
需
要
が
増
え

て
い
っ
た
場
合
に
、
現
在
の
素
材
生
産
体
制
と
基
盤
整
備
状
況
で

対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
機
械
化
や
人
材
育
成
へ
の
投
資
、

路
網
の
拡
充
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

今
後
の
課
題

図
3
の
山
元
立
木
価
格
は
、
市
場
価
逆
算
方
式
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、
原
木
市
場
で
の
丸
太
の
取
引
価
格
か
ら
、
伐
採

と
搬
出
に
必
要
な
経
費
を
控
除
し
て
算
出
さ
れ
る
幹
材
積
一
㎥
あ

た
り
の
価
格
を
山
元
立
木
価
格
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
山
元
立
木
価
格
が
素
材
生
産
を
行
っ
た
際
の
森
林
所
有
者

の
収
入
に
相
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
主
伐
ま
で
の
間
に
投
入
さ
れ

た
造
林
費
、
保
育
費
等
の
蓄
積
が
山
元
立
木
価
格
よ
り
大
き
く
な

っ
て
し
ま
え
ば
、
林
業
は
経
済
的
に
成
立
し
な
い
。
森
林
所
有
者

の
収
入
を
増
や
し
て
再
造
林
へ
の
意
欲
を
掻
き
立
て
る
に
は
、
路

網
整
備
と
機
械
化
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
て
伐
採
・
搬
出
コ
ス
ト

を
下
げ
る
と
と
も
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
お
か
げ
で
歩
留
ま
り
が
改
善
し

た
ら
素
材
生
産
も
活
発
に
な
っ
た
よ
う
に
、
丸
太
以
外
の
部
位
ま

で
需
要
を
開
拓
し
、
一
本
の
木
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
の
最
大
化
を

図
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
か
つ
て
は
節
の
な
い
柱
材
が
高
く
売

れ
る
か
ら
こ
ま
め
に
枝
打
ち
し
て
き
た
の
に
、
木
が
育
つ
間
に
柱

の
見
え
な
い
家
づ
く
り
が
主
流
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
、
日

本
の
林
業
に
と
っ
て
は
、
農
業
の
よ
う
な
「
売
れ
る
も
の
を
育
て

る
」
や
り
方
が
困
難
な
時
代
と
な
っ
た
。
無
駄
を
少
な
く
、
最
も

売
れ
る
よ
う
に
加
工
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
そ
の
時
々
の
需

要
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
林
業
と
製
材
工
場
が
連
携
し
た
生
産
・

加
工
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。

国
内
の
製
材
工
場
の
大
型
化
が
進
む
中
で
、
第
三
次
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
が
世
界
を
席
巻
し
た
令
和
三
年
に
は
海
外
か
ら
の
木
材
の

供
給
が
滞
り
、
国
産
材
の
利
用
を
拡
大
す
る
絶
好
の
機
会
が
訪
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
型
製
材
工
場
、
ひ
い
て
は
大
型
ビ
ル
ダ

ー
へ
の
国
産
材
供
給
体
制
の
脆
弱
な
姿
が
か
え
っ
て
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。
住
宅
用
構
造
材
の
う
ち
家
屋
の
梁
と
な
る
横
架
材
の
輸

入
材
へ
の
依
存
度
が
と
く
に
高
く
、
国
産
材
の
使
用
割
合
向
上
の

た
め
の
技
術
開
発
や
環
境
整
備
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
の
増
加
、
乾

燥
材
生
産
能
力
の
増
強
等
）
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
樹
木
採
取

権
制
度
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
運
用
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い

段
階
で
は
あ
る
が
、
一
〇
年
程
度
と
さ
れ
る
権
利
の
存
続
期
間

は
、
人
工
林
の
更
新
サ
イ
ク
ル
と
比
較
し
て
短
く
、
経
営
的
な
視

点
か
ら
需
要
者
が
長
期
の
利
用
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
難
し
い
。

二
〇
〇
〜
三
〇
〇
ha
と
さ
れ
る
区
域
面
積
と
併
せ
て
事
業
者
に
と

っ
て
魅
力
的
に
は
映
ら
な
い
調
査
結
果
も
あ
り
、
製
材
工
場
だ
け

で
な
く
集
成
材
工
場
や
発
電
所
、
乾
燥
施
設
へ
の
熱
供
給
等
が
一

体
化
し
た
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
よ
う
な
形
態
に
よ
る
、
長
期
的

な
経
営
を
誘
発
で
き
る
よ
う
な
規
模
の
採
取
権
の
存
続
期
間
と
区
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域
面
積
を
検
討
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
樹
木
採

取
区
で
主
伐
が
実
施
さ
れ
た
後
は
速
や
か
に
、
確
実
に
再
造
林
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
制
度
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

燃
料
材
と
し
て
の
未
利
用
材
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
い
つ
ま
で

も
間
伐
材
に
期
待
で
き
な
い
側
面
も
あ
る
。
制
度
面
で
「
森
林
環

境
保
全
直
接
支
援
事
業
」
が
成
立
し
、
搬
出
を
伴
う
利
用
間
伐
に

の
み
補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
高
齢

の
人
工
林
が
増
え
る
こ
と
は
、
素
材
生
産
の
歩
留
ま
り
が
高
く
な

る
こ
と
を
意
味
し
、
価
値
の
高
い
丸
太
の
生
産
量
の
増
加
に
直
結

す
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
施
行
を
契
機
と
し
て
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
量

が
急
増
し
た
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
で
未
利
用
材
由
来
の

電
気
に
高
額
な
買
取
価
格
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
利
用
の
中
心
は
間
伐
材
で
あ
り
、

林
地
残
材
の
利
用
は
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の

終
了
と
と
も
に
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
量
が
激
減
し
て
し
ま

う
お
そ
れ
す
ら
あ
る
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
間
伐
材
を

未
利
用
材
と
し
て
利
用
可
能
な
間
に
、
本
来
の
未
利
用
資
源
で
あ

る
林
地
残
材
を
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
昨
今
の
皆
伐
再
造
林
の
流
れ
を
考
え
る
と
、
Ｆ
Ｉ

Ｔ
に
よ
る
買
取
期
間
が
満
了
す
る
発
電
所
が
出
始
め
る
令
和
一
〇

年
代
半
ば
に
は
、
多
く
の
人
工
林
が
除
伐
や
保
育
間
伐
が
必
要
と

な
る
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
除
伐
や
保
育
間
伐
の
際

に
発
生
す
る
小
径
木
も
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
有
望
視
で
き

る
。
小
径
木
の
効
率
的
な
収
穫
技
術
を
開
発
す
る
こ
と
に
は
、
未

利
用
材
の
供
給
源
と
な
り
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
新
後
の
人
工

林
の
継
続
的
な
保
育
を
確
実
な
も
の
に
す
る
と
い
う
点
で
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

Ｆ
Ｉ
Ｔ
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
あ
れ
ば
二
〇
年
に
設
定
さ
れ

た
調
達
期
間
の
間
に
、
発
電
技
術
の
導
入
・
普
及
が
進
む
過
程
で

技
術
開
発
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
る
存
在
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
令
和
三
年
九
月
に
総
合
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
よ
り
公
表
さ
れ
た
「
二
〇
三
〇
年
の
電
源
別

発
電
コ
ス
ト
試
算
値
」
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
関
し
て

燃
料
費
が
発
電
コ
ス
ト
の
七
割
を
占
め
た
た
め
に
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
で
最
も
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
技
術
環

境
の
変
化
や
量
産
効
果
等
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
が
見
ら
れ
て
お
ら

ず
、
適
地
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
で
コ
ス
ト
が
高
止
ま

り
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
現
状
高
値
で
買
い
取
ら
れ

て
い
る
未
利
用
材
の
調
達
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
た
め
の
技
術
開

発
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
合
理
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
燃
料

と
し
て
の
未
利
用
材
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
も
、

燃
料
費
の
低
減
を
図
る
上
で
有
効
と
な
ろ
う
。
そ
の
方
策
と
し

て
、
か
つ
て
薪
や
炭
の
原
料
と
し
て
採
取
さ
れ
て
い
た
、
里
山
の

広
葉
樹
の
活
用
を
進
め
て
い
る
例
が
あ
る
。
萌
芽
更
新
に
よ
り
三

〇
年
程
度
で
更
新
さ
れ
て
い
た
薪
炭
林
は
、
現
代
の
バ
イ
オ
マ
ス
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材
の
生
産
に
適
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
内
で
増
え
続
け
る
耕
作

放
棄
地
の
活
用
を
含
め
た
、
早
生
樹
の
よ
う
な
栽
培
生
産
に
よ
っ

て
数
年
の
サ
イ
ク
ル
で
収
穫
で
き
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に

お
け
る
未
利
用
材
と
同
等
に
買
い
取
る
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て

扱
え
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

注
釈

注
1
）
伐
採
量
は
、
伐
倒
さ
れ
た
樹
木
の
幹
の
材
積
を
合
計
し
た
も
の
で
あ

り
、
図
1
に
示
し
た
木
材
供
給
量
が
丸
太
材
積
の
合
計
値
で
あ
る
の

と
は
性
質
が
異
な
る
。
伐
採
量
を
供
給
量
に
換
算
す
る
た
め
に
は
、

伐
採
さ
れ
た
樹
木
か
ら
ど
の
程
度
の
丸
太
が
生
産
さ
れ
る
か
と
い
う

「
歩
留
ま
り
」
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
令
和
元
年
度
の

日
本
の
森
林
伐
採
量
は
四
、
八
三
九
万
㎥
で
あ
り
、
直
近
の
一
〇
年

間
は
概
ね
四
、
〇
〇
〇
万
㎥
／
年
台
で
推
移
し
て
い
る
。

注
2
）
森
林
一
ha
あ
た
り
の
道
路
延
長
を
意
味
す
る
林
内
路
網
密
度
は
、
日

本
は
平
成
二
八
年
度
末
時
点
で
一
九
・
七
ｍ
／
ha
で
あ
る
の
に
対

し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
八
九
ｍ
／
ha
と
日
本
の
四
倍
以
上
の
整
備
量

を
誇
っ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
木
材
価
格
が
比
較
的
高
か

っ
た
一
九
六
〇
年
代
よ
り
路
網
へ
の
投
資
が
重
点
的
に
行
わ
れ
た
こ

と
で
、
そ
の
後
、
材
価
が
低
迷
し
人
件
費
が
上
昇
す
る
中
、
機
械
化

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

注
3
）
近
年
の
木
材
自
給
率
の
上
昇
は
、
ほ
と
ん
ど
合
板
用
材
と
燃
料
材
の

国
産
材
利
用
量
の
増
加
分
で
説
明
可
能
で
あ
る
。
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1
�
は
じ
め
に
〜
7
年
間
で
大
き
く
変
わ
っ
た
森
林
・
林
業
〜

本
稿
の
目
的
は
、
前
回
本
誌
で
林
業
の
特
集
が
組
ま
れ
た
二
○

一
五
年
四
月
号
以
降
の
七
年
間
の
森
林
・
林
業
政
策
お
よ
び
林
業

経
営
の
変
化
を
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
○
一
五
年
に

は
「
日
本
の
森
林
再
生
と
林
業
経
営
〜
『
自
伐
林
業
』
の
広
が
り

と
そ
の
意
味
〜
」
と
題
し
て
執
筆
し
た
。
所
有
す
る
山
林
で
主
に

自
家
労
働
力
で
素
材
生
産
を
行
う「
自
伐
林
家
」だ
け
で
は
な
く
、

山
林
を
所
有
し
な
い
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
若
者
が
自
営
的
な

林
業
へ
参
入
す
る
「
自
伐
型
林
業
」
と
呼
ば
れ
る
動
き
に
注
目
し

た
。
ま
た
、
そ
の
小
規
模
林
業
の
動
き
を
後
押
し
す
る
森
林
・
林

業
政
策
へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
産
業
政
策
と
い
う
意

味
だ
け
で
は
な
く
、
過
疎
化
が
進
行
す
る
農
山
村
へ
の
定
住
政
策

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た（
1
）。

し
か
し
、
そ
の
後
の
七
年
間
で
森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
経

済
、
社
会
、
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
森
林
政
策
は
間
伐

中
心
の
政
策
か
ら
主
伐
・
再
造
林
政
策
へ
と
舵
を
切
り
、
大
規
模

で
専
業
的
な
「
林
業
経
営
体
」
を
担
い
手
と
す
る
方
向
が
強
ま
っ

て
い
る
。
具
体
的
な
法
制
度
面
に
お
い
て
は
、
二
○
一
八
年
の
森

林
経
営
管
理
法
と
い
う
新
し
い
立
法
措
置
が
な
さ
れ
、
二
○
一
九

年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
の
地
方
自
治
体
へ
の
配
分
と
と
も
に

運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
有
林
野
管
理
経
営
法（
二

○
一
九
年
）、
森
林
組
合
法
（
二
○
二
○
年
）、
間
伐
等
推
進
特
別

措
置
法
（
二
○
二
一
年
）
が
相
次
い
で
改
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
森

林
・
林
業
基
本
法
の
下
で
概
ね
五
年
に
一
度
変
更
さ
れ
る
「
森
林

・
林
業
基
本
計
画
」
が
二
○
二
一
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
七
年
間
の
森
林
政
策
の
基
調
と
な
っ
た
主
伐

・
再
造
林
政
策
の
背
景
と
そ
の
政
策
が
も
た
ら
す
矛
盾
の
諸
相
を

主
伐
・
再
造
林
へ
の
森
林
政
策
の
転
換
と
矛
盾
の
広
が
り

佐
藤
宣
子

九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
・
教
授
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紹
介
し
、
小
規
模
な
機
械
を
用
い
た
自
伐
（
型
）
林
業（
2
）の
役

割
を
再
考
し
た
い
。

2
�
森
林
・
林
業
を
と
り
ま
く
経
済
、社
会
、環
境
の
変
化

⑴
木
材
輸
入
の
困
難
化
と
木
材
自
給
率
の
上
昇

変
化
の
第
一
は
、
林
業
を
と
り
ま
く
国
際
的
な
状
況
が
大
き
く

変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
南
洋
材
と
い
わ
れ
る
熱
帯
木

材
を
大
量
に
丸
太
で
輸
入
し
合
板
に
加
工
し
て
い
た
が
、
各
国
の

丸
太
輸
出
禁
止
措
置
に
よ
っ
て
一
九
八
〇
年
代
か
ら
南
洋
材
の
丸

太
輸
入
は
減
少
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
合
板
の
原
料
と
し
て
丸

太
を
輸
入
し
て
い
た
ロ
シ
ア
材
（
北
洋
材
）
は
、
二
○
○
八
年
以

降
ロ
シ
ア
側
が
自
国
で
の
木
材
産
業
の
育
成
の
た
め
に
丸
太
輸
出

の
関
税
引
き
上
げ
を
行
い
、
徐
々
に
輸
入
量
が
減
少
し
て
い
た
。

一
方
、
建
築
製
材
品
や
紙
の
原
料
と
な
る
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
は

一
九
八
五
年
以
降
の
円
高
に
よ
っ
て
製
品
で
の
輸
入
割
合
が
増
加

し
て
き
た
が
、
中
国
や
イ
ン
ド
で
の
木
材
需
要
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
二
○
○
二
年
に
は
需
要
の
八
割
を
海
外
に
依

存
し
、
木
材
自
給
率
は
一
八
・
八
％
と
最
低
を
記
録
し
た
が
、
そ

の
後
、
徐
々
に
自
給
率
が
上
が
っ
て
き
た
（
図
1
）。

さ
ら
に
、
未
だ
収
束
し
て
い
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍

は
、
国
際
的
な
物
流
滞
留
、
金
融
緩
和
策
と
在
宅
勤
務
増
加
に
よ

る
米
国
で
の
郊
外
住
宅
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
、
木
材
価
格
上
昇
を
見
越

図1 木材供給量と木材自給率の推移

資料：林野庁（2021）「令和2年度」160頁（元資料は林野庁「木材需給表」）
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し
た
先
物
取
引
市
場
で
の
投
機
的
取
引
を
招
い
た
。
二
○
二
一
年

五
月
以
降
、
木
材
価
格
が
急
上
昇
し
、
第
三
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

と
言
わ
れ
る
事
態
の
中
で
、
日
本
の
住
宅
建
築
に
も
影
響
を
も
た

ら
し
た（
3
）。
加
え
て
、
二
○
二
二
年
二
月
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
も
林
業
界
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
つ
つ

あ
る
。
日
本
と
ロ
シ
ア
相
互
で
禁
輸
措
置
が
発
動
さ
れ
、
ロ
シ
ア

か
ら
の
合
板
用
の
単
板
輸
入
が
停
止
し
た
。
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
諸
国
か

ら
の
製
品
輸
入
の
中
心
で
あ
る
、
住
宅
建
築
用
に
使
わ
れ
て
い
る

集
成
材
の
輸
入
も
困
難
化
し
、
本
原
稿
執
筆
時
点
（
二
○
二
二
年

六
月
）
で
木
材
流
通
が
混
乱
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
外
材
に
依
存
し
て
き
た
日
本
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
木
材
需
要
、
金
融
政
策
や
金
融
マ
ネ
ー
の
動
向
、
そ
し
て
一
国

家
の
他
国
へ
の
侵
攻
と
い
っ
た
政
治
に
よ
っ
て
外
材
輸
入
が
不
安

定
化
し
、
そ
の
こ
と
が
国
民
生
活
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
内
の
木
材
加
工
産
業
は
国

産
材
利
用
に
大
き
く
舵
を
切
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る（
4
）。
さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
固
定
買
取
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
各
地
に
設
置
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

が
二
○
一
〇
年
代
後
半
に
相
次
い
で
稼
働
し
て
い
る
。
そ
の
原
料

調
達
の
た
め
に
未
利
用
木
材
区
分
の
「
間
伐
材
等
」（
5
）の
需
要

も
増
加
し
て
い
る
。

⑵
相
次
ぐ
豪
雨
災
害
と
農
山
村
へ
の
影
響

七
年
間
の
変
化
の
第
二
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風
、
地
震
と
い
っ

た
自
然
災
害
に
よ
る
林
野
関
係
被
害
の
増
加
と
被
害
形
態
の
変
化

で
あ
る
。
熊
本
地
震
（
二
○
一
六
年
）、
平
成
二
九
年
九
州
北
部

豪
雨
（
二
〇
一
七
年
）、
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
と
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
（
二
○
一
八
年
）、
台
風
第
十
九
号
（
二
○
一
九
年
）、

令
和
二
年
七
月
豪
雨
（
二
○
二
○
年
）
と
連
年
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
。
特
に
、
梅
雨
明
け
に
停
滞
す
る
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て

発
生
す
る
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
被
害
は
、
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
頻
度
を
増
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る（
6
）。

表
1
は
、
二
○
一
六
年
以
降
、
都
道
府
県
か
ら
林
野
庁
に
報
告

さ
れ
た
林
野
関
係
被
害
に
つ
い
て
発
生
箇
所
数
（
森
林
被
害
は
面

積
）
と
被
害
額
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
○
一
六
年
以
降
、

五
年
連
続
で
一
万
箇
所
以
上
の
林
野
関
係
被
害
が
発
生
し
て
い

る
。
被
害
種
類
別
に
み
る
と
、
林
道
施
設
等
が
最
も
多
く
八
〇
・

四
％
を
占
め
る
こ
と
、
土
石
流
や
土
砂
崩
壊
等
の
林
地
荒
廃
は
箇

所
数
で
は
一
六
・
六
％
で
あ
る
が
、
額
で
は
六
七
・
八
％
を
占
め

て
い
る
。
素
材
生
産
に
重
要
な
生
産
基
盤
で
あ
る
林
道
の
被
害
箇

所
数
が
年
平
均
一
万
件
を
超
え
て
お
り
、
林
野
庁
資
料
で
は
把
握

さ
れ
て
い
な
い
作
業
道
被
害
を
加
え
る
と
、
林
内
路
網
の
被
害
は

膨
大
な
数
に
上
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

と
り
わ
け
、
広
範
囲
に
線
上
降
水
帯
が
発
生
し
て
多
く
の
河
川

が
氾
濫
し
た
二
○
一
八
年
に
は
、
約
二
万
箇
所
の
林
野
関
係
被
害

が
発
生
し
、
被
害
金
額
は
約
二
、
六
〇
〇
億
円
に
達
し
て
い
る
。
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こ
の
被
害
金
額
は
、
林
野
庁
の
年
間
当
初
予
算
約
三
、
〇
〇
〇
億

円
に
匹
敵
す
る
金
額
で
あ
る
。

二
○
二
一
年
六
月
に
発
表
さ
れ
た
森
林
・
林
業
基
本
計
画
で

は
、
箇
所
数
や
被
害
金
額
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
の
激
甚

化
に
対
す
る
危
機
感
を
示
し
た
。
関
連
の
部
分
を
引
用
す
る
と
、

「
尾
根
部
か
ら
の
崩
壊
等
に
よ
る
土
砂
流
出
量
の
増
大
、
流
木
災

害
の
激
甚
化
、
広
域
に
わ
た
る
河
川
氾
濫
な
ど
災
害
の
発
生
形
態

の
変
化
」（
7
）を
あ
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
災
害
が
農
山
村
地
域
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら

し
て
い
る
か
。
筆
者
は
九
州
大
学
の
教
員
有
志
が
集
ま
っ
て
結
成

し
た
「
九
州
大
学
災
害
調
査
・
復
旧
・
復
興
支
援
団
」（
8
）に
参

加
し
、
二
○
一
七
年
に
発
生
し
た
「
平
成
二
九
年
七
月
九
州
北
部

豪
雨
」
の
被
災
市
町
村
で
調
査
や
復
興
活
動
に
参
加
し
て
き
た
。

同
豪
雨
は
同
年
七
月
五
日
に
線
上
降
水
帯
が
発
生
し
、
福
岡
県
朝

倉
市
と
同
東
峰
村
、
大
分
県
日
田
市
の
山
間
地
域
を
中
心
に
わ
ず

か
九
時
間
の
う
ち
に
七
七
四
ｍ
ｍ
と
い
う
短
時
間
に
記
録
的
な
豪

雨
が
観
測
さ
れ
た（
9
）。
同
豪
雨
災
害
の
特
徴
は
「
過
去
最
大
級
」

と
言
わ
れ
る
の
流
木
が
発
生
し
た
こ
と
で
あ
り
、
写
真
1
に
み
る

よ
う
に
谷
地
形
の
部
分
で
土
砂
崩
壊
が
多
発
し
、
土
砂
と
と
も
に

流
木
が
家
屋
に
流
れ
込
ん
だ
。
流
木
は
、
橋
梁
を
堰
き
止
め
氾
濫

を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
筑
後
川
か
ら
有
明
海
ま
で
流
出
し
、
水

産
業
へ
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

豪
雨
被
害
が
集
中
し
た
朝
倉
市
旧
杷
木
町
の
居
住
戸
数
の
変
化

表1 林野関係被害の推移

資料：林野庁森林整備部治山課資料より作成。
注：①災害種別の「林地荒廃」と「治山施設」が治山課管轄であり、土石流や山腹崩壊は林地荒廃に含まれる。

②森林被害は病害虫などの被害であり、箇所数ではなく面積（ha）で計上されている。箇所数合計に森林被
害は含まない。
③「林道施設等」に作業道は含まれず、山村振興事業などの施設を含むが主に林道である。
④「林構施設等」とは、林業構造改善事業などで設置した施設であり、木材加工施設や特用林産施設の被害
を指す。

合計
10，835
11，068
19，025
16，460
11，896
8，803
78，087
（100．0）

125，151
88，082
258，957
110，906
114，998
67，388
765，483
（100．0）

林構施設等
133
145
279
330
153
193
1，233
（1．6）

1，582
810
2，342
6，797
1，749
765

14，045
（1．8）

森林被害＊
9，436
1，382
2，473
924
84
236

14，535
―

2，620
733
1，990
167
98
44

5，652
（0．7）

林道施設等
8，437
8，628
14，684
14，114
9，708
7，193
62，764
（80．4）

25，385
23，137
45，838
39，587
33，174
22，702
189，823
（24．8）

治山施設
179
105
205
287
201
93

1，070
（1．4）

8，104
3，612
10，254
4，915
5，884
3，405
36，174
（4．7）

林地荒廃
2，086
2，090
3，857
1，749
1，834
1，324
12，940
（16．6）

87，479
59，791
196，535
59，441
74，093
41，471
518，809
（67．8）

2016年
2017年
2018年
2019年
2020年
2021年
6年合計
（比率）

2016年
2017年
2018年
2019年
2020年
2021年
6年合計
（比率）

被害箇所数
（箇所数）
森林被害面積
（ha）

被害金額
（百万円）
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を
み
る
と
、
災
害
前
に
四
つ
の
小
学
校
区
に
五
〇
集
落
、
二
、
一

五
四
戸
が
存
在
し
た
が
、
二
○
一
九
年
九
月
段
階
で
一
、
九
一
一

戸
と
十
％
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
い
る（
10
）。
特
に
被
害
が
集
中

し
た
松
末
校
区
で
は
、
戸
数
が
半
分
以
下
と
な
り
、
一
一
集
落
の

う
ち
四
集
落
で
居
住
世
帯
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。
四
集
落
と
も
か
つ

て
柿
な
ど
の
果
樹
と
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
集
落
で
あ
る
。
災
害
後

五
年
を
経
過
し
た
二
○
二
二
年
六
月
段
階
に
お
い
て
、
道
路
や
農

地
の
復
旧
、
砂
防
堰
堤
等
の
設
置
は
進
み
、
林
道
は
生
活
道
と
し

て
重
要
な
主
要
路
線
か
ら
改
修
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の

林
道
や
作
業
道
の
復
旧
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

3
�
二
○
一
〇
年
代
後
半
以
降
の
森
林
政
策
の
転
換

⑴
間
伐
推
進
か
ら
主
伐
・
再
造
林
推
進
へ
の
政
策
転
換

次
に
、
政
策
的
な
変
化
を
み
る
と
、
安
倍
政
権
下
で
推
進
さ
れ

た
林
業
の
成
長
産
業
化
が
森
林
政
策
の
基
調
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
様
々
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

そ
の
端
的
な
現
れ
が
、
切
り
捨
て
間
伐
か
ら
搬
出
を
促
し
、
木
材

自
給
率
の
向
上
と
長
伐
期
の
森
林
経
営
を
目
指
し
た
民
主
党
政
権

時
代
の
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
か
ら
、
木
材
供
給
を
更
に

増
や
す
た
め
に
主
伐
（
ほ
ぼ
皆
伐
に
よ
る
主
伐
）
推
進
へ
の
転
換

で
あ
る
。

こ
の
転
換
は
、
二
○
一
四
年
の
五
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
森

林
整
備
保
全
事
業
計
画
」
に
お
い
て
、
持
続
的
な
森
林
経
営
の
た

写真1 令和29年九州北部豪雨による土砂・流木被害状況

左・中央：福岡県朝倉市松末地区、右：大分県日田市大鶴地区
撮影：著者（2017年7月25日）
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め
に
、「
森
林
資
源
の
平
準
化
の
促
進
」
を
掲
げ
た
こ
と
に
始
ま

る
。「
平
成
二
六
年
版

森
林
・
林
業
白
書
」
で
は
、
特
集
章
で

森
林
の
多
面
的
機
能
を
取
り
上
げ
、そ
の
中
で
森
林
の「
若
返
り
」

の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
。「
若
返
り
」
の
必
要
性
は
、
成
長
量

が
旺
盛
な
林
分
比
率
を
高
め
る
こ
と
で
、
安
定
的
な
木
材
生
産
を

可
能
と
し
、
加
え
て
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
地
球
温
暖
化
を
抑

止
す
る
機
能
を
高
め
る
こ
と
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
で
、
ア
ン
チ
エ
ー
ジ
ン
グ
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
「
若
返
り
」
と
い
う
言
葉
は
若
い
方
が
よ
い
と
す
る

価
値
観
を
含
ん
で
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
水
土
保
全
や
生
物
多

様
性
の
保
全
機
能
は
森
林
の
成
熟
段
階
や
老
齢
段
階
の
方
が
一
般

的
に
高
い
の
で
あ
る（
11
）。
特
に
、
土
壌
の
保
全
は
、
伐
採
後
は

機
能
が
低
下
し
、
そ
の
回
復
に
は
数
十
年
を
要
す
る
。
再
造
林
が

な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
伐
採
後
二
〇
年
程
度
ま
で
の
幼
齢
林
に
お

い
て
は
、
土
砂
災
害
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
こ
れ
は
長
年
の
砂
防
学

研
究
の
重
要
な
知
見
で
も
あ
る（
12
）。
こ
う
し
た
森
林
づ
く
り
の

方
向
性
に
関
す
る
転
換
が
、
森
林
審
議
会
で
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
閣
議
決
定
さ
れ
白
書
で
周
知
が
な
さ
れ
た
点

を
指
摘
し
て
お
き
た
い（
13
）。

主
伐
推
進
へ
の
政
策
転
換
に
よ
っ
て
二
○
一
〇
年
代
後
半
に

は
、
主
伐
面
積
が
増
加
し
た
も
の
の
、
二
○
二
一
年
の
ウ
ッ
ド
シ

ョ
ッ
ク
前
ま
で
は
長
期
に
木
材
価
格
は
低
迷
し
て
い
た
。
主
伐
を

し
て
も
再
造
林
に
要
す
る
費
用
を
捻
出
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
全
国
的
に
主
伐
面
積
に
対
す
る
再
造
林
面
積
の
割
合
は
三
割

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
自
然
力
で
樹
林
化
を
目
指
す
天
然
更

新
も
で
き
て
い
な
い
「
造
林
未
済
地
」
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

森
林
・
林
業
基
本
計
画
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る（
14
）。
つ
ま
り
、

人
工
林
資
源
の
若
返
り
に
よ
っ
て
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

を
増
や
す
、
と
い
う
温
暖
化
対
策
の
た
め
と
い
う
主
伐
推
進
の
前

提
が
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
と
い
え
る
。

⑵
森
林
経
営
管
理
法
の
制
定
と
森
林
環
境
譲
与
税
の
自
治
体
へ
の

配
分

主
伐
に
よ
る
素
材
生
産
の
拡
大
は
、
九
州
、
北
海
道
、
東
北
で

進
む
な
ど
地
域
的
に
偏
在
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
二
○
一
一
年
の
森
林
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
森
林
経
営
計
画

制
度
で
は
、
計
画
を
策
定
し
た
者
（
森
林
所
有
者
ま
た
は
所
有
者

か
ら
受
託
さ
れ
た
者
）
に
限
定
し
て
造
林
補
助
金
を
支
給
す
る
と

い
う
「
選
択
と
集
中
」
政
策
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
森
林
経
営

計
画
の
策
定
率
は
三
割
以
下
で
あ
り
、
都
道
府
県
別
に
見
る
と
策

定
率
一
割
以
下
が
十
五
府
県
で
あ
っ
た
（
二
○
一
五
年
三
月
末
）

（
15
）。森

林
法
の
改
正
と
補
助
金
と
い
う
誘
導
政
策
で
は
素
材
生
産
の

拡
大
や
森
林
整
備
は
限
定
的
だ
と
い
う
現
実
、
お
よ
び
不
明
土
地

森
林
問
題
が
国
民
的
な
関
心
に
も
な
る
中
で
、
新
た
な
法
律
で
森

林
の
林
業
的
利
用
を
進
め
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
森
林
経
営

管
理
法
（
二
○
一
八
年
）
で
あ
る
。
市
町
村
が
経
営
管
理
権
と
い
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う
権
利
を
森
林
所
有
者
か
ら
集
積
し
、
林
業
適
地
は
「
意
欲
と
能

力
を
有
す
る
林
業
経
営
者
」
に
経
営
管
理
権
を
十
五
年
以
上
の
長

期
に
亘
っ
て
配
分
す
る
と
し
て
い
る
。
同
法
施
行
の
二
○
一
九
年

度
か
ら
地
方
自
治
体
（
主
に
市
町
村
）
に
対
し
て
森
林
環
境
譲
与

税
の
配
分
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
本
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
三
木

敦
朗
氏
の
論
考
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。

4
�
林
業
経
営
者
像
の
変
化
が
も
た
ら
す
も
の

以
上
の
よ
う
な
主
伐
・
再
造
林
政
策
お
よ
び
新
法
制
定
の
中

で
、「
林
業
経
営
者
」
と
い
う
言
葉
も
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
点

は
、
今
後
の
持
続
的
な
林
業
経
営
の
担
い
手
問
題
を
議
論
す
る
上

で
重
要
な
点
で
あ
る
。
図
2
は
森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
わ
る
林

野
庁
資
料
の
中
か
ら
、
木
材
販
売
収
入
の
分
配
に
つ
い
て
の
説
明

部
分
で
あ
る
。「
林
業
経
営
者
」
へ
の
配
分
は
、
利
益
も
含
む
②

「
立
木
の
伐
採
お
よ
び
木
材
販
売
に
係
る
経
費
」
と
③
「
伐
採
後

の
造
林
及
び
保
育
に
係
る
経
費
」
を
合
わ
せ
た
「
伐
採
等
に
要
す

る
経
費
」
で
あ
り
、
森
林
所
有
者
に
は
、
①
木
材
販
売
に
よ
る
収

益
か
ら
②
と
③
を
差
し
引
い
た
額
が
支
払
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
再
造
林
費
用
が
捻
出
で
き
ず
に
低
位
の
再
造
林
率
に
留
ま
っ

て
い
る
中
で
、「
林
業
経
営
者
」
に
再
造
林
を
義
務
づ
け
た
形
と

な
っ
て
い
る
。

同
時
に
、「
林
業
経
営
者
」
と
は
、
長
期
に
亘
っ
て
森
林
を
育

成
す
る
担
い
手
で
は
な
く
、
伐
採
と
再
造
林
と
い
う
森
林
に
短
期

図2 森林経営管理制度による林業経営者と森林所有者の収益の配分

出典：林野庁（2020）「森林経営管理法（森林経営管理制度）について～林業の成長産業化と森林資源の適切な
管理の両立に向けて（令和2年4月）」11ページ。
（https://www.rinya.maff.go.jp/j/keikaku/keieikanri/attach/pdf/sinrinkeieikanriseido-24.pdf）＜2022年
5月20日閲覧＞
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的
に
関
わ
る
、
こ
れ
ま
で
「
素
材
生
産
事
業
体
」
や
「
林
業
サ
ー

ビ
ス
事
業
体
」
と
称
し
て
い
た
主
体
を
指
す
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
林
業
経
営
者
に
金
融
的
な
支
援
措
置
も
準
備
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
今
後
、
林
業
経
営
者
支
援
は
伐
採
の
担
い
手
に
対

す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
多
様
な
恵
み
を
長
期
に
亘

っ
て
維
持
す
る
よ
う
な
持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
実
現
す
る
と
い

う
方
向
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
伐
採
�
木
材
生
産
あ
り
き
の
担
い

手
像
で
あ
る
。

5
�
ま
と
め
に
か
え
て

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
国
産
材
需
要
の
増
加
の
一
方
で
、
自

然
災
害
に
よ
る
林
野
関
係
被
害
が
増
加
し
、
激
甚
化
し
て
い
る
。

伐
採
活
動
が
活
発
化
し
て
お
り
、
減
災
に
繋
が
る
よ
う
な
森
林
管

理
や
林
業
経
営
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
だ
と
い
え
る
。
し
か

し
、
森
林
政
策
は
、
専
ら
国
産
材
供
給
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
主
伐
・
再
造
林
を
進
め
る
た
め
に
制
度
改
正
を
相
次
い
で
行

い
、
そ
の
中
で
政
策
対
象
者
と
な
る
「
林
業
経
営
者
」
の
意
味
の

変
更
も
生
じ
て
い
る
。
災
害
対
応
と
し
て
は
主
に
流
木
捕
捉
ダ
ム

や
治
山
堰
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
が
中
心
で
あ
っ
た（
16
）。

前
述
の
と
お
り
、
豪
雨
被
害
を
受
け
た
農
山
村
で
は
、
過
疎
化

の
ス
ピ
ー
ド
が
増
し
、
災
害
を
き
っ
か
け
に
無
住
化
す
る
集
落
も

発
生
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
被
災
地
の
住
民

の
中
か
ら
災
害
に
強
い
林
業
と
し
て
小
規
模
な
自
伐
（
型
）
林
業

が
注
目
さ
れ
、
実
践
者
も
現
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

福
岡
県
が
主
催
す
る
自
伐
林
家
養
成
の
研
修
事
業
に
は
、
平
成
二

九
年
九
州
北
部
豪
雨
被
災
地
で
あ
る
福
岡
県
東
峰
村
か
ら
参
加
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
豪
雨
に
よ
っ
て
作
業
道
が
損
壊
し
た
大
規
模
森

林
所
有
者
は
、
自
家
山
林
を
提
供
し
て
、
災
害
に
強
い
と
さ
れ
る

幅
員
の
狭
い
大
橋
式
作
業
道
の
研
修
を
開
催
し
て
い
る（
17
）。
つ

ま
り
、
七
年
前
の
論
考
で
は
、
若
者
の
定
住
化
と
い
う
側
面
で
自

伐
（
型
）
林
業
を
評
価
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
減
災
や
国

土
管
理
と
い
う
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

る
。さ

ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
働

き
方
の
日
常
化
、
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
な
ど
自
然
の
中
で
過
ご
す
こ

と
、
更
に
東
京
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
人
口
移
動
な
ど
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
大
規
模
・
集

中
化
の
方
向
で
は
な
く
、
小
規
模
・
分
散
化
と
親
和
性
が
あ
り
、

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
点
か
ら
も
大
規
模
専

業
経
営
化
の
み
を
視
野
に
入
れ
た
森
林
政
策
か
ら
の
脱
却
が
求
め

ら
れ
る
。

謝
辞本

稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
基
盤
Ａ
：
課
題
番
号
18
Ｈ
0
4
1
5
2
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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注
・
引
用
文
献

（
1
）
詳
し
く
は
、
佐
藤
宣
子
（
二
○
二
○
）『
地
域
の
未
来
・
自
伐
林
業
で

定
住
化
を
図
る
〜
技
術
、
経
営
、
継
承
、
仕
事
術
を
学
ぶ
旅
』
林
業

改
良
普
及
協
会
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。

（
2
）
自
伐
林
家
と
自
伐
型
林
業
を
合
わ
せ
て
標
記
す
る
場
合
は
、自
伐（
型
）

林
業
と
表
現
す
る
。

（
3
）
林
野
庁
「
令
和
三
年

森
林
・
林
業
白
書
」（
二
○
二
二
年
五
月
三
一

日
公
表
）
で
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
時
の
木
材
価
格
動
向
に
つ
い
て
詳
述

さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
詳
し
く
は
、
本
誌
の
立
花
敏
氏
の
論
文
を
参
照
に
さ
れ
た
い
。

（
5
）
固
定
買
い
取
り
制
度
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
向
け
の
「
間
伐
材
等
」

に
つ
い
て
は
、
森
林
経
営
計
画
策
定
の
場
合
な
ど
の
条
件
を
満
た
し

た
主
伐
材
も
含
ま
れ
る
。
詳
し
く
は
、
佐
藤
宣
子
・
中
川
遼
・
正
垣

裕
太
郎
（
二
○
一
六
）「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
稼
働
後
の
素
材
生

産
事
業
体
の
経
営
動
向
〜
大
分
県
日
田
地
域
を
事
例
に
〜
」『
林
業
経

済
研
究
』V

ol.62
⑴

、
一
〇
八
〜
一
一
五
ペ
ー
ジ
を
参
考
の
こ
と
。

（
6
）
津
口
裕
茂
（
二
○
一
九
）「
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す
線
上
降
水
帯
に
つ

い
て
」『
環
境
技
術
』V

ol.48
.N
o.4

、
一
八
〇
〜
一
八
四
ペ
ー
ジ
。

（
7
）「
令
和
3
年
6
月

森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
二
一
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kikaku/plan/attach/pdf/index- 10.pdf

）

〈
二
〇
二
二
年
五
月
一
〇
日
閲
覧
〉。

（
8
）
大
学
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
州
大
学
Ｈ
Ｐ
内
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
（
二

○
一
七
年
九
月
七
日
公
開
）（https://w

w
w
.kyushu-u.ac.jp/ja/

topics/view
/1239

）
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
9
）
福
岡
県
観
測
所
北
小
路
公
民
館
観
測
所
で
の
観
測
結
果
で
あ
る
。

（
10
）
杷
木
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
二
○
二
○
）『
二
○
一
七
年
七
月
五
日
あ

の
と
き
を
忘
れ
な
い
〜
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
二
年
〜
』十
九
ペ
ー
ジ
。

戸
数
は
各
区
会
長
調
べ
に
よ
る
。

（
11
）
藤
森
隆
郎『
新
た
な
森
林
管
理
〜
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
〜
』
全

国
林
業
改
良
普
及
協
会
、
二
〇
〇
三
年
、
一
二
九
〜
一
四
四
ペ
ー
ジ
。

（
12
）
川
口
武
雄
（
一
九
九
一
）「
森
林
の
山
崩
れ
防
止
機
能
論
議
」『
水
理

科
学
』V

ol.35
-2

、
二
六
〜
四
六
ペ
ー
ジ
。

（
13
）
国
民
森
林
会
議
（
二
○
一
四
）「
提
言
書
：
森
林
資
源
の
『
若
返
り
』

に
つ
い
て
」（https://peoples-forest.jp/2014teigen.pdf

）〈
二
○

二
二
年
五
月
に
〇
日
閲
覧
〉

（
14
）
前
掲
7
）
三
ペ
ー
ジ
。

（
15
）
佐
藤
宣
子
（
二
○
一
七
）「
森
林
経
営
計
画
策
定
の
地
域
的
特
徴
と
制

度
課
題
Ⅰ
〜
認
定
率
と
計
画
種
類
に
つ
い
て
」『
山
林
』№

1595

、
二

一
〜
二
九
ペ
ー
ジ
。

（
16
）
流
木
対
策
と
森
林
管
理
の
難
し
さ
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
宣
子
（
二
○

一
九
）「
豪
雨
に
よ
る
流
木
被
害
の
常
態
化
と
森
林
政
策
の
転
換
」『
季

論
二
一
』十
九
冬
号
、
九
八
〜
一
一
一
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

（
17
）
佐
藤
百
栞
（
二
○
二
二
）『
大
規
模
山
林
所
有
者
と
自
伐
型
林
業
は
結

び
つ
き
う
る
か
？
』（
未
定
稿
、
九
州
大
学
提
出
修
士
論
文
）
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森
林
経
営
管
理
法
を
中
心
と
し
た
「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
成
立
前
後
に
本
誌
七
九
六
号
な
ど
で

述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
い
く
ら
か
繰
り
返
し
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
、
改
め
て
特
徴
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

1

基
本
法
か
ら
は
ず
れ
た
成
立
過
程

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
従
来
の
政
策
構
築
の
方

法
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
た
か
た
ち
で
成
立
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
も

財
界
か
ら
の
要
請
・
圧
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
政
策
は
あ
る
。

分
野
外
の
人
々
の
耳
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
九
年
の
「
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で
あ
ろ
う
。
図
1
は
、
こ
れ
と
「
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
、
政
策
構
築
の
過
程
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
は
、
経
済
同
友
会
の
要
求
に
よ

っ
て
素
描
さ
れ
、
内
閣
官
房
の
強
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
で
進

め
ら
れ
た
政
策
で
あ
っ
た
が
（
拙
稿
「
林
業
政
策
に
関
す
る
議
論

と
小
規
模
林
野
所
有
」『
農
業
法
研
究
』
五
〇
号
）、
内
容
の
具
体

化
の
た
め
の
議
論
（
図
中
の
白
抜
き
△
）
は
林
野
行
政
の
枠
内
で

実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
論
に
対
す
る
賛
否
は
分
か
れ
る
も
の
の
、

研
究
者
も
加
わ
っ
た
集
中
的
な
議
論
が
行
わ
れ
、
林
政
史
上
で
も

特
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

分
野
外
の
人
々
に
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
国
有
林
野
事
業

特
別
会
計
制
度
の
廃
止
（
一
般
会
計
化
）
も
林
政
史
の
中
で
は
大

き
な
変
化
で
あ
る
。
こ
の
際
も
、
林
政
審
議
会
の
も
と
で
議
論
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
。

他
方
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
そ
う
で
は
な
い
。

内
容
が
確
定
す
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
林
政
審
議
会
は
関
与
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
か
っ

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
と
「
新
し
い
林
業
」

三
木
敦
朗

信
州
大
学
助
教
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た
。
首
相
が
本
部
長
と
な
る
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本

部
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。「
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
検
討
し
た

の
は
、「
規
制
改
革
推
進
会
議

農
林
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

と
、「
日
本
経
済
再
生
本
部

未
来
投
資
会
議

構
造
改
革
徹
底

推
進
会
合
」
の
「「
地
域
経
済
・
イ
ン
フ
ラ
」
会
合
（
農
林
水
産

業
）」
で
あ
る
。「
戦
後
以
来
の
林
業
改
革
」（
安
倍
首
相
（
当
時
））

で
あ
り
な
が
ら
、
森
林
・
林
業
基
本
法
で
「
重
要
事
項
を
調
査
審

議
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
林
政
審
議
会
の
も
と
で
の
議
論
を
経
て

い
な
い
政
策
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
は
「
官
邸
主
導
の
」
と
表
現
さ
れ
る
多
く
の
政
策

が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
単
な
る
枕
詞
で
は
な
い
。
基
本
法
無

視
の
政
策
過
程
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
森
林
・
林
業
基
本
法
は
、
政

策
の
方
向
性
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
審
議
さ
れ
る

べ
き
か
を
示
し
た
民
主
主
義
に
関
わ
る
法
律
で
あ
る
。「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
こ
れ
を
破
壊
し
な
が
ら
確
立
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。

高
い
専
門
性
を
有
し
た
官
僚
が
、
官
邸
の
「
請
負
化
」
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、他
の
部
門
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
嶋

田
博
子
『
職
業
と
し
て
の
官
僚
』）。
も
っ
と
も
、
成
立
し
た
森
林

経
営
管
理
法
や
改
正
国
有
林
野
法
は
、「
官
邸
」
や
政
商
の
意
向

を
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
反
映
し
て
い
な
い
。
微
妙
に
軸
を
ず
ら
し

て
「
現
場
で
使
え
な
く
も
な
い
」
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
改

正
国
有
林
野
法
で
は
、
そ
の
経
営
権
を
私
営
化
し
よ
う
と
す
る
強

図1 政策の成立過程

注：大きな▲は林政審議会を、小さい▲△は部会・その他の会議をあらわす。数字は会議の回次。
出典：各会議の開催記録などから作成。
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い
圧
力
の
中
で
、
よ
く
複
数
年
度
の
伐
採
契
約
制
度
に
落
と
し
込

ん
だ
も
の
だ
と
思
う
（
拙
稿
「
国
有
林
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
の

問
題
点
」『
経
済
』
二
八
六
号
）。
そ
の
努
力
た
る
や
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
こ
と
が
若
い
技
術
官
僚
に

と
っ
て
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
成
功
体
験
と
認
識
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
か
。

2

農
地
政
策
と
の
差
異

⑴
森
林
経
営
管
理
法
は
「
ア
レ
ン
ジ
」
か

森
林
経
営
管
理
法
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
法
を
模
倣
し
た
も

の
だ
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
当
時
の
事
務
次
官
は
森
林
経
営
管
理

法
を
「
森
林
バ
ン
ク
法
」
と
呼
び
、
著
書
で
も
「
基
本
的
に
は
、

農
地
バ
ン
ク
法
を
森
林
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
」
と
い
う
認
識
を
示

し
て
い
る
。「
ア
レ
ン
ジ
」
だ
か
ら
か
、
同
法
へ
の
言
及
は
約
三

〇
〇
ペ
ー
ジ
の
中
で
五
ペ
ー
ジ
分
し
か
な
い
（
奥
原
正
明
『
農
政

改
革
』）。

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
、
農
地
の

賃
貸
借
・
利
用
権
設
定
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
森
林
経
営
管
理

法
は
、
基
本
的
に
所
有
者
の
「
委
託
」
に
よ
っ
て
所
有
者
以
外
が

経
営
管
理
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。
委
託
に
よ
っ
て
「
立
木

の
伐
採
及
び
木
材
の
販
売
」
も
お
こ
な
わ
れ
る
が
、「
販
売
収
益

か
ら
伐
採
等
に
要
す
る
経
費
を
控
除
し
て
な
お
利
益
が
あ
る
場
合

に
そ
の
一
部
を
森
林
所
有
者
に
支
払
う
」（
第
二
条
）。
無
地
代
生

産
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
り
、
単
な
る
ア
レ
ン
ジ
で
は
な

い
（
拙
稿
「
森
林
経
営
管
理
法
の
課
題
と
入
会
林
野
・
生
産
森
林

組
合
」『
入
会
林
野
研
究
』
三
九
号
）。

そ
も
そ
も
農
地
と
森
林
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
農
地

は
、「
農
業
生
産
の
基
盤
」
と
し
て
の
「
限
ら
れ
た
資
源
」（
農
地

法
）
で
あ
る
。
生
産
の
た
め
の
土
地
だ
と
い
う
こ
と
は
、
農
家
も

当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
林
地
は
必
ず
し
も

「
林
業
生
産
の
基
盤
」
で
は
な
い
。
人
工
林
も
「
国
土
の
保
全
」

（
森
林
法
）
の
た
め
に
植
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
適
切

な
森
林
管
理
が
必
要
で
あ
る
。
森
林
所
有
者
に
管
理
の
責
務
が
あ

る
こ
と
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
こ
れ
は
「
森
林
の
整
備
及
び
保
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
九
条
）
と
い
う
努
力
義
務
規
定
で
あ
っ

た
。森

林
経
営
管
理
法
は
、
こ
れ
を
「
適
時
に
伐
採
、
造
林
及
び
保

育
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
第
三
条
）
と
い
う
義
務
規
定
と
し
た
。
次
の
よ
う
な
論

理
か
ら
で
あ
る
。「
森
林
の
土
地
は
、
原
則
と
し
て
自
由
に
転
用

し
た
り
、
他
者
に
売
却
で
き
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
え
て
森
林
の
土
地
を
森
林
と
し
て
所
有
す
る
こ
と
を
選
択
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
該
森
林
所
有
者
に
は
森
林
に
つ
い

て
適
時
に
伐
採
、
造
林
及
び
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
で
経
営
管
理

「新たな森林管理システム」と「新しい林業」������������������
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を
行
い
続
け
る
責
務
が
あ
る
」（
森
林
経
営
管
理
法
研
究
会
編
『
逐

条
解
説
森
林
経
営
管
理
法
』）。
森
林
（
保
安
林
を
除
く
普
通
林
）

が
自
由
に
転
用
・
売
却
で
き
る
と
い
う
の
は
、
法
的
に
そ
う
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
所
有
者
の
自
由

に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
林
道
な
ど
の
路
網
が
到
達
し

て
い
な
い
と
か
、
境
界
が
不
明
確
だ
と
か
、
小
規
模
な
林
地
な
ど

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
自
由
な
選
択
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

⑵
「
林
業
経
営
（
体
）」
と
は
何
か

と
こ
ろ
で
、
法
律
の
名
称
で
も
あ
る
「
経
営
管
理
」
と
は
、「
自

然
的
経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
応
じ
た
適
切
な
経
営
又
は
管
理
を

持
続
的
に
行
う
こ
と
」（
第
二
条
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
の
「
経
営
」
と
は
「
林
業
経
営
」
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
林
業

経
営
に
適
し
て
い
な
い
森
林
は
「
管
理
」
を
お
こ
な
い
、「
条
件

が
整
え
ば
「
経
営
」
に
移
行
す
る
」（
前
掲
『
逐
条
解
説
』）。
で

は
、
林
業
経
営
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
森
林
を
生
産
で
き
る
状
態

に
ま
で
育
て
る
こ
と
は
、
林
業
経
営
と
も
い
う
が
、「
森
林
経
営
」

と
も
表
現
さ
れ
る
。
他
方
、
す
で
に
あ
る
林
業
経
営
基
盤
強
化
法

は
「
林
業
並
び
に
木
材
の
製
造
業
及
び
卸
売
業
」（
第
一
条
）
を

対
象
と
す
る
。
一
般
的
に
林
業
経
営
の
概
念
は
森
林
経
営
よ
り
も

広
い
も
の
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
問
題
は
、
森
林
所
有
者
以
外
の

林
業
経
営
（
体
）
が
、
森
林
所
有
者
に
か
わ
っ
て
森
林
経
営
を
お

こ
な
い
う
る
の
か
、
そ
の
意
思
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
然
、
自
明
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
木
材
の
伐
採
生
産

だ
け
を
し
た
い
経
営
や
、
保
育
（
切
り
捨
て
）
間
伐
だ
け
を
し
た

い
経
営
も
あ
り
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
経
営
判
断
と
し
て
何
ら

不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
。

「
林
業
経
営
」
と
い
う
用
語
は
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
広
く
、
対

象
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
森
林
の
管
理
作
業
や
伐
採
・

搬
出
作
業
を
お
こ
な
う
経
営
の
こ
と
は
、
従
来
「
林
業
事
業
体
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
森
林
経
営
管
理
法
以
後
、
こ
れ
を

行
政
上
で
は
「
林
業
経
営
体
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
行
政
関
係
の
報
告
書
で
は
、
執
筆
者
が
研
究
用
語
と
し
て

「
林
業
事
業
体
」
と
書
く
と
、「
林
業
経
営
体
」
へ
の
修
正
を
指

示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
は
、「
森
林
所
有
者
」
と
「
そ

こ
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
作
業
・
施
業
（
単
発
の
作
業
で
は
な
く

一
連
の
育
林
意
図
を
も
っ
た
作
業
群
）
を
お
こ
な
う
林
業
事
業

体
」
と
い
う
関
係
を
言
葉
の
上
で
曖
昧
に
し
、「
森
林
所
有
者
以

外
の
経
営
体
が
森
林
も
経
営
す
る
の
だ
」
と
い
う
概
念
を
確
立
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
呼
称
を
林
業

事
業
体
か
ら
林
業
経
営
体
に
変
更
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事
業
体

が
森
林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
森
林
を
経
営
管
理
す
る
存
在
に
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
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3

「
新
し
い
林
業
」
の
課
題

な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
で
「
森
林
を
育
成
し
、
生
産
を
お
こ
な
っ

て
再
び
森
林
を
育
成
す
る
」
と
い
う
行
為
は
、
誰
が
お
こ
な
っ
て

も
「
経
営
」
と
し
て
成
立
す
る
の
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本

最
大
の
森
林
所
有
者
で
あ
る
国
有
林
の
経
営
状
態
が
端
的
に
そ
れ

を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
様
々
な
努
力
の
中
で
優
良
事
例
も
み

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
少
な
か
ら
ず
、
一
般
化
し
な
い
か
ら
こ
そ
成

立
す
る
事
例
で
あ
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
ニ
ッ
チ
な
商
品
を
生

産
す
る
こ
と
は
個
別
経
営
に
と
っ
て
は
合
理
的
で
あ
り
、
そ
の
努

力
に
は
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
全
体
が
同
じ
戦
略
を
倣
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

で
は
一
般
的
な
林
業
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
も
と
で
、「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」

が
改
訂
さ
れ
た
（
二
〇
二
一
年
）。
そ
の
関
連
資
料
の
中
に
、
興

味
深
い
試
算
が
あ
る
（
図
2
）。

「
新
し
い
林
業
」
と
は
、
今
次
の
「
基
本
計
画
」
で
現
れ
た
用

語
で
、「
従
来
の
施
業
方
法
等
を
見
直
し
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
〔
成

長
の
早
い
品
種
〕
や
自
動
操
作
機
械
等
の
新
技
術
を
取
り
入
れ

て
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に
至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可

能
と
す
る
」
も
の
と
定
義
さ
れ
る
。「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ

ム
」
と
同
様
、「
新
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
て
し
ま
う
と
逆

に
概
念
が
す
ぐ
に
陳
腐
化
す
る
お
そ
れ
は
あ
る
が
、
方
向
性
と
し

図2 「新しい林業」の収支試算（1ha・スギ・主伐生産量315㎥／ha）

注：値のみの数値の単位は「万円／ha」。収入の灰色部分は補助金。「地拵え・植栽」の淡色部分は獣害防護柵設
置分。

出典：林政審議会配付資料（2020年11月16日）を簡略化して作成。
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て
は
当
面
は
維
持
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
試
算
が
示
す
の
は
、
現
状
の
森
林
の
育
成
方
法
・
作
業
体

系
で
は
、
ま
と
も
に
作
業
す
れ
ば
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
状
態
で
は
、「
林
業
経
営
体
」
の
意
欲
と
能
力
が
十
分

で
あ
っ
て
も
、森
林
所
有
者
に
代
わ
る
こ
と
は
難
し
い
。一
方
で
、

主
伐
工
程
の
み
を
担
え
ば
、
収
支
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
（
収
穫
だ
け

を
お
こ
な
う
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
る
）。「
林
業
経
営
が
活
況
で
あ

る
」
と
い
う
ふ
う
に
語
ら
れ
る
と
き
に
は
、
主
伐
工
程
だ
け
を
見

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
経
営
判
断
と
し
て
は
こ
こ
だ
け
を
担
う
の

が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
新
し
い
林
業
」
で
は
状
況
が
異
な
る
。
成
長
が
早
く
通
年
で

植
栽
で
き
る
苗
木
を
用
い
れ
ば
（
従
来
の
苗
は
降
雨
が
期
待
で
き

る
季
節
に
限
定
さ
れ
る
）、
伐
採
現
場
に
あ
る
大
型
機
械
に
よ
っ

て
林
地
の
枝
条
を
除
去
し
た
り
、
苗
木
を
輸
送
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
）。
ま
た
、
植
栽
木
が
雑
草
よ
り
高

く
成
長
す
る
ま
で
の
期
間
（
年
数
）
も
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
重
労

働
と
し
て
避
け
ら
れ
る
下
刈
り
の
回
数
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

植
栽
密
度
を
高
く
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
雑
草
の
抑
制
で
あ
る
か

ら
、
成
長
が
早
け
れ
ば
植
栽
本
数
は
多
く
な
く
て
も
よ
い
。
こ
れ

に
加
え
、
自
動
化
技
術
な
ど
を
用
い
れ
ば
、
各
作
業
工
程
の
生
産

性
が
高
め
ら
れ
、
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
だ
ろ
う
。
保
育
（
切
り

捨
て
）
間
伐
は
せ
ず
、
搬
出
（
利
用
）
間
伐
の
み
と
し
て
余
す
と

こ
ろ
な
く
木
材
を
活
用
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
収
支
を
プ
ラ
ス

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

従
来
は
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
、
獣
害
（
シ
カ
食
害
）
防

護
柵
の
設
置
費
用
や
、
林
業
労
働
者
の
賃
金
水
準
の
上
昇
を
試
算

に
組
み
込
ん
で
い
る
点
は
大
い
に
評
価
し
た
い
。
し
か
し
次
の
点

は
検
討
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

一
つ
に
は
、
生
産
性
の
高
い
機
械
・
自
動
機
械
は
、
そ
の
ぶ
ん

高
価
で
、
一
般
的
に
は
大
型
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
う
し

た
機
械
を
用
い
れ
ば
生
産
性
は
高
ま
る
が
、
経
費
は
そ
れ
ほ
ど
下

が
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
大
型
機
械
を
林
内
で
稼
働
さ
せ
る
た

め
に
は
、
高
規
格
の
路
網
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
山
地
災
害
の
発

生
リ
ス
ク
に
も
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
路
網
の
作
設
コ
ス
ト

は
増
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
生
産
性
の
上
昇
で
カ
バ
ー
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、低
密
度
植
栽
で
間
伐
回
数
を
減
ら
し
た
三
〇
年
生
の（
し

か
し
主
伐
材
積
は
五
〇
年
生
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
成
長
さ
せ

た
）
林
分
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
材
質
の
木
材
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
想
定
で
は
、
現
状
と
同
じ
価
格
（
三
九
六
万
円
／
ha
�
約
一

・
三
万
円
／
㎥
）
で
販
売
で
き
る
品
質
（
用
途
）
で
あ
る
と
し
て

い
る
。

未
達
成
の
技
術
革
新
を
仮
定
し
て
も
、
な
お
収
支
（
試
算
で
は

一
一
三
万
円
／
ha
の
黒
字
）は
、
補
助
金
分（
一
一
四
万
円
／
ha
）

に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
い
う
の
は
注
目
に
値
す
る
。
補
助
金
の
額
は

時
々
の
権
力
関
係
に
依
存
す
る
。
補
助
金
の
財
源
が
獲
得
で
き
る
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か
ど
う
か
が
鍵
で
あ
る
。
な
お
、
現
状
で
は
搬
出
間
伐
の
収
支（
間

伐
費
用
と
、
間
伐
材
収
入
＋
間
伐
補
助
金
の
差
額
）
は
、
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
今
後
の
試
算
で
は
搬
出
間
伐
の
収
支
が
プ
ラ
ス
に

な
る
よ
う
に
補
助
率
が
設
定
さ
れ
る
想
定
に
な
っ
て
い
る
。
森
林

吸
収
・
木
材
利
用
に
よ
る
炭
素
固
定
を
評
価
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な

補
助
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
な
ら
な
い
場
合
は
収
益
は
下
が

る
。

4

求
め
ら
れ
る
政
策

木
材
自
給
率
は
四
割
台
を
回
復
し
、
国
産
材
の
生
産
量
も
増
加

し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
に
よ
る
「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
や
、
円
安
の
進
行
に
よ

っ
て
、
こ
の
傾
向
は
引
き
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
気
候
変
動

対
策
と
も
関
連
し
て
、中
高
層
ビ
ル
の
木
造
化
も
注
目
さ
れ
る（
た

だ
し
、
真
の
気
候
変
動
対
策
は
木
材
利
用
に
は
な
く
て
温
室
効
果

ガ
ス
の
総
量
削
減
で
あ
る
点
は
強
調
し
て
お
き
た
い
）。

こ
の
動
き
は
、
林
業
労
働
者
の
就
業
状
況
の
改
善
や
、
森
林
管

理
の
水
準
の
向
上
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
か
。
関
連
は
あ
る
が
、

自
動
的
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
自
給
率
が

回
復
す
る
一
方
で
、
比
較
的
低
価
格
の
合
板
用
材
や
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
用
材
の
利
用
が
増
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
木
材
の
材
積
あ
た

り
の
産
出
額
は
低
下
し
て
い
る
。
材
積
当
た
り
の
伐
採
コ
ス
ト

は
、
概
ね
一
定
で
あ
る
（
図
3
）。
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
製

図3 林業の構造変化

注：※印の点線は、スギ50年生までの
育林費を約230万円／ha、収穫で
きる木材を約440㎥／haと仮定し
た場合の再生産水準。その他、数
値についてはいくつかの仮定を設
けている（詳細は出典を参照）。

出典：拙稿「テレワーク化・気候危機
と森林共生社会」加藤光一・大
泉英次編『東アジアのグローバ
ル地域経済学』大月書店、2022
年、171ページ。
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材
工
程
の
コ
ス
ト
（
あ
る
い
は
収
益
）
で
あ
る
。
森
林
組
合
系
統

な
ど
川
上
側
の
価
格
交
渉
能
力
が
発
揮
さ
れ
な
け
れ
ば
、
利
益
は

川
上
に
は
遡
上
し
て
い
か
な
い
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
林
業

現
場
の
生
産
性
向
上
・
技
術
革
新
に
よ
る
「
新
し
い
林
業
」
を
求

め
て
も
、
そ
の
成
果
は
川
下
側
が
吸
収
す
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

日
本
が
、
国
内
で
国
産
材
を
使
う
（
使
わ
ざ
る
を
え
な
い
）
時

代
に
な
っ
て
い
く
と
す
る
な
ら
、
そ
の
利
益
を
川
上
側
に
分
配
す

る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。川
上
側
に
は
、労
働
安
全
の
実
現
や
、

生
物
多
様
性
の
保
全
、
災
害
防
止
な
ど
、
ま
す
ま
す
様
々
な
対
策

が
要
求
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
コ
ス
ト
を
安
心
し
て
回
収
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
従
来
、
生
産
量
を

増
や
せ
ば
自
動
的
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う

に
思
う
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
増
産
政
策
と
は
独
立
に
、
森

林
管
理
に
関
係
す
る
人
々
の
た
め
の
政
策
を
た
て
る
べ
き
と
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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は
じ
め
に

「
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
」
編
集
部
か
ら
原
稿
依
頼
を
い
た
だ

い
た
の
だ
が
、
仮
題
が
「
日
本
の
森
林
再
生
の
方
向
」
と
な
っ
て

い
た
。
こ
の
仮
題
を
見
て
変
だ
と
思
う
人
は
、
ま
ず
よ
ほ
ど
変
な

人
だ
ろ
う
。
た
ぶ
ん
日
本
国
民
の
多
く
に
と
っ
て
森
林
再
生
は
希

求
す
る
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
の
は
異
端
者

な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
誤
っ
た
認
識
も
な
い
。
そ
も
そ
も
森
林
再

生
と
言
う
な
ら
、
原
点
と
な
る
衰
退
し
た
森
林
な
り
破
壊
さ
れ
た

森
林
が
あ
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
そ
れ
が
各
地
に
散
ら
ば
る
個
々
の

森
林
に
お
い
て
の
状
況
な
の
か
、
日
本
の
森
林
全
体
を
指
し
て
の

こ
と
な
の
か
。
さ
ら
に
は
、
再
生
さ
れ
て
ど
の
よ
う
な
森
林
に
な

る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
原
生
自
然
植
生
に
近
い
森
林
に
す
る
の

か
、
木
材
生
産
に
適
し
た
人
工
林
に
す
る
の
か
、
一
口
で
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

時
間
と
と
も
に
森
林
の
状
態
は
劇
的
に
変
わ
る
。
森
林
の
成
長

に
は
長
期
間
か
か
る
が
、
私
が
林
野
庁
に
就
職
し
て
す
ぐ
に
植
え

た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
は
、
間
も
な
く
五
〇
年
生
に
達
す
る
。
植
栽
し

た
時
に
は
三
〇
㎝
ぐ
ら
い
し
か
な
か
っ
た
苗
木
が
、
現
在
で
は
二

〇
ｍ
に
達
す
る
も
の
も
あ
る
は
ず
だ
。
長
期
間
と
言
っ
て
も
、
私

の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
も
う
そ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
の
か
と
、
あ

っ
と
い
う
間
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る
。

正
直
、
私
に
す
れ
ば
、
森
林
の
再
生
は
す
で
に
達
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
原
点
は
太
平
洋
戦
争
や
戦
後
復
興
で
ハ
ゲ
山
だ
ら
け
に

な
っ
た
状
態
で
、再
生
な
っ
た
現
在
で
は
、山
地
の
ほ
と
ん
ど
が
、

私
が
植
え
た
森
林
以
上
の
質
を
伴
っ
た
森
林
に
お
お
わ
れ
て
い

る
。
だ
か
ら
再
生
な
っ
た
森
林
を
さ
ら
に
再
生
す
る
な
ど
と
は
、

日
本
の
森
林
再
生
の
方
向

中
岡

茂

技
術
士
（
森
林
部
門
）・
林
野
庁
Ｏ
Ｂ
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屋
上
屋
を
架
す
と
い
う
や
つ
だ
。

と
こ
ろ
が
森
林
行
政
を
あ
ず
か
る
林
野
庁
と
し
て
は
、
森
林
は

荒
廃
し
て
い
る
方
が
都
合
が
よ
い
。
危
機
感
を
あ
お
っ
て
政
策
化

あ
つ
ら

し
や
す
い
か
ら
だ
。
お
誂
え
向
に
豪
雨
等
で
山
地
災
害
が
起
き
れ

ば
、
森
林
が
荒
廃
し
て
い
る
か
ら
だ
と
誰
し
も
が
思
い
が
ち
で
あ

る
。こ

う
し
て
自
然
災
害
↓
森
林
荒
廃
↓
森
林
再
生
が
標
準
化
さ

れ
、
森
林
行
政
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
マ
ス
コ
ミ

が
鵜
呑
み
に
し
て
増
幅
す
る
も
の
だ
か
ら
、
再
生
さ
れ
た
森
林
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
の
に
森
林
再
生
を
叫
ぶ
珍
現
象
が
生
じ
た
。

も
っ
と
も
林
業
に
つ
い
て
は
産
業
と
し
て
瀕
死
の
状
況
に
あ
る

か
ら
、
こ
れ
を
再
生
さ
せ
る
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
、
林
業
は
極

端
に
言
え
ば
森
林
を
破
壊
し
て
成
り
立
つ
産
業
だ
か
ら
、
森
林
再

生
と
は
真
逆
の
方
向
に
あ
る
。

し
か
も
、
土
砂
崩
れ
な
ど
の
林
地
荒
廃
を
起
こ
し
て
い
る
森
林

の
多
く
が
、
補
助
金
政
策
に
よ
っ
て
伐
採
さ
れ
た
森
林
で
あ
る
こ

と
は
、
皮
肉
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
現
下
の
森
林
・
林
業
政
策
は
「
森
林
の
持

続
」
よ
り
も
「
林
業
の
再
生
」
に
傾
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
林
業

に
傾
注
す
る
あ
ま
り
、
せ
っ
か
く
再
生
な
っ
た
森
林
を
破
壊
し
か

か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
森
林
再
生
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
好

き
で
は
な
い
。

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
人
に
よ
っ
て
理
想
と
す
る
森

林
の
姿
は
様
々
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
森
林
所
有
者
か
ら
、
森

林
組
合
、
林
業
事
業
体
、
市
町
村
、
都
道
府
県
、
国
と
い
っ
た
組

織
に
よ
っ
て
、
理
想
と
す
る
森
林
の
姿
は
違
う
の
だ
ろ
う
。

と
く
り
ん

か

例
え
ば
、
篤
林
家
で
あ
れ
ば
、
無
間
伐
で
自
然
淘
汰
さ
れ
た
被

圧
木
の
多
い
人
工
林
は
荒
廃
に
値
す
る
か
ら
、
間
伐
を
繰
り
返
し

て
適
度
な
本
数
密
度
の
下
層
植
生
豊
か
な
林
に
再
生
し
た
い
だ
ろ

う
。
動
植
物
種
の
多
様
な
里
山
を
再
生
さ
せ
た
い
人
で
あ
れ
ば
、

育
ち
す
ぎ
て
ナ
ラ
枯
れ
を
起
こ
す
よ
う
な
二
次
林
は
荒
廃
林
で
あ

る
。
皆
伐
し
て
短
伐
期
で
循
環
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
薪
や

炭
あ
る
い
は
椎
茸
原
木
を
持
続
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か

つ
て
の
里
山
を
再
生
さ
せ
た
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
森
林
再
生
の
意
味
が
人
に
よ
っ
て
違
う
な
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
法
で
森
林
再
生
を
図
る
こ
と
が
理
想
の
森
林
再
生
で

あ
り
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
国
と
し
て
多
様
性
に
富
ん
で
、
総

体
的
に
は
病
虫
害
に
も
強
く
、
防
災
性
の
高
い
森
林
再
生
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
行
き
当
た
っ
た
の
で
、
編
集
部
か
ら
与
え

ら
れ
た
仮
題
そ
の
ま
ま
に
、
以
後
の
論
考
を
進
め
て
い
こ
う
と
思

う
。

常
識
的
な
技
術
か
ら
の
脱
却

自
然
力
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

さ
て
、
人
に
よ
っ
て
森
林
再
生
の
方
向
が
違
う
と
い
う
こ
と
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は
、
森
林
所
有
者
や
林
業
経
営
者
に
よ
っ
て
森
林
経
営
や
森
林
施

業
の
仕
組
み
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
こ
の
施
業
仕
組
み
が
、
三
、
〇
〇
〇
本
／
ha
植
栽
、
五
年
生

ま
で
下
刈
、
一
〇
年
生
・
一
五
年
生
ぐ
ら
い
で
除
伐
、
そ
の
後
保

育
間
伐
、
間
伐
と
い
う
ふ
う
に
規
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
補
助

金
が
配
布
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う

な
林
相
に
し
か
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
を
戦
後
七
〇
年
以
上
続

け
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
林
野
庁
の
方
針
に
は
め
ら
れ
た
全

体
主
義
的
技
術
体
系
か
ら
一
歩
も
出
て
い
な
い
。

最
近Facebook

に
あ
る
新
規
参
入
企
業
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が

乗
っ
て
い
た
。

「
適
切
な
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
森
林
は
地
球
環
境
に
悪
影

響
を
与
え
、
災
害
の
一
因
と
な
り
得
る
。
森
林
管
理
の
重
要
性
が

問
わ
れ
る
昨
今
、（
中
略
）
下
刈
り
や
間
伐
を
行
わ
な
い
と
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
。
地
表
に
日
光
が
届
か
ず
、
草
木
の
根
が
張
ら
な

い
た
め
、
土
が
痩
せ
て
し
ま
う
。
土
が
痩
せ
た
状
態
で
大
雨
や
台

風
が
発
生
し
た
場
合
、
根
が
水
を
吸
い
き
れ
ず
に
土
砂
崩
れ
な
ど

の
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。」

ち
ょ
っ
と
森
林
・
林
業
を
か
じ
っ
た
人
な
ら
、
こ
れ
が
標
準
的

な
考
え
な
の
だ
ろ
う
。
一
般
市
民
の
大
半
も
こ
れ
で
納
得
す
る
。

お
そ
ら
く
読
者
の
大
半
も
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ

こ
そ
見
事
に
林
野
庁
御
推
奨
の
施
業
体
系
に
洗
脳
さ
れ
た
証
拠
な

の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
人
類
が
い
な
か
っ
た
太
古
、
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な

い
森
林
ば
か
り
で
あ
る
が
、
災
害
が
起
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
浸
食
地
形
は
で
き
な
い
は

ず
だ
。「
下
刈
り
」
以
下
な
ど
ま
っ
た
く
情
緒
的
な
論
理
で
話
に

な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
異
常
な
大
雨
に
対
し
て
森
林
の
機
能
を
も

っ
て
抵
抗
す
る
な
ど
で
き
な
い
相
談
で
あ
る
。
異
常
な
降
雨
時
に

は
森
林
も
被
害
者
で
し
か
な
い
の
だ
。

森
林
施
業
は
、
常
に
潜
在
植
生
に
向
か
っ
て
回
帰
し
よ
う
と
す

る
現
存
植
生
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
森
林
経
営
者
に
都
合
の
良

い
植
生
に
誘
導
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
潜
在
植
生
へ
向
か
お
う
と

す
る
自
然
力
と
の
対
立
に
お
い
て
、
下
刈
、
除
伐
な
ど
の
造
林
作

業
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
画
一
的
な
造
林
作
業
が
本
当
に
必
須
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
先
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
単
な
る
森
林
の
維
持
を

図
ら
ん
と
す
る
も
の
な
の
か
、
林
業
を
企
て
た
も
の
か
目
的
不
明

で
あ
る
が
、
前
者
な
ら
放
置
し
て
自
然
の
回
帰
に
任
せ
れ
ば
い
い

し
、
後
者
な
ら
土
砂
崩
れ
を
心
配
す
る
の
は
筋
違
い
だ
。

今
の
森
林
・
林
業
で
は
天
か
ら
降
っ
て
く
る
補
助
金
が
当
た
り

前
の
世
界
で
、
防
災
効
果
な
ど
公
益
的
機
能
重
視
の
森
林
を
仕
立

て
る
に
も
、
事
業
収
入
を
求
め
る
林
業
を
す
る
に
も
、
費
用
対
効

果
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
。

林
野
庁
御
推
奨
の
施
業
体
系
で
得
ら
れ
る
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
丸

太
価
格
が
一
㎥
当
た
り
一
万
円
と
か
二
万
円
台
の
安
さ
で
は
、
先
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行
投
資
す
る
造
林
費
用
は
到
底
回
収
で
き
な
い
。

昨
今
は
、
木
材
の
需
要
開
発
が
盛
ん
で
新
国
立
競
技
場
な
ど
も

代
表
的
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
山
元
で
の
丸
太
価
格

や
立
木
価
格
に
ま
っ
た
く
反
映
し
な
い
の
で
あ
る
。
安
い
丸
太
の

需
要
開
発
な
ど
い
く
ら
や
っ
て
も
、
製
材
費
や
伐
採
搬
出
費
に
食

わ
れ
て
、
森
林
所
有
者
や
経
営
者
の
手
元
に
残
る
金
は
な
い
。

そ
こ
で
真
っ
先
に
や
る
べ
き
こ
と
は
造
林
費
用
の
軽
減
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
自
然
力
の
十
全
な
活
用
で
あ

る
。
日
本
の
場
合
は
、
自
然
力
が
高
い
の
で
放
置
し
て
お
い
て
も

い
ず
れ
は
天
然
林
と
し
て
成
林
す
る
。

従
来
か
ら
の
施
業
体
系
と
自
然
力
一
〇
〇
％
と
の
間
に
は
、
限

り
な
い
施
業
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
そ
の
ど
れ
を
選
ぶ
か
、
ど

の
よ
う
な
森
林
を
仕
立
て
る
か
は
森
林
所
有
者
や
経
営
者
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
。

将
来
の
不
透
明
な
木
材
需
要
と
自
然
力
の
活
用

森
林
そ
の
も
の
の
再
生
は
、
公
益
的
機
能
重
視
か
ら
す
れ
ば
す

で
に
成
っ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
経
営
体
ご
と
に
理
想
が
違
え
ば

そ
れ
ぞ
れ
森
林
再
生
へ
の
途
上
に
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

特
に
、
林
業
的
な
森
林
施
業
で
あ
れ
ば
、
将
来
の
木
材
需
要
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
見
通
す
こ
と
は
不
可
能
に

近
い
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
住
宅
用
建
築
資
材
主
体
の
需
要
な
ら
、

木
材
価
格
の
上
昇
は
見
込
め
ず
、
林
業
は
成
り
立
た
な
い
。

木
材
を
使
用
し
た
高
層
建
築
な
ど
も
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

い
か
ん
せ
ん
原
木
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が
る
も
の
は
な
く
、
し
か

も
国
産
材
で
は
な
く
外
材
で
も
代
替
可
能
で
あ
る
。

要
す
る
に
将
来
需
要
が
ま
っ
た
く
不
透
明
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
へ
の
対
応
策
は
、
ま
ず
は
手
広
い
品
揃
え
で
あ
る
。
建
築

材
に
限
ら
ず
木
材
の
用
途
は
、
燃
料
、
医
薬
品
、
食
料
、
衣
料
等
々

無
限
で
あ
る
。
多
様
な
樹
種
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の

中
に
は
予
想
不
能
な
将
来
需
要
に
対
応
し
た
当
た
り
商
品
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
現
存
す
る
膨
大
な
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林

対
策
と
し
て
、
地
震
や
火
山
噴
火
、
大
規
模
気
象
災
害
等
に
よ
っ

て
、
大
都
市
が
多
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
の
復
旧
資
材
の
供
給

が
あ
る
。
あ
っ
て
欲
し
く
は
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
必
ず
起
き

る
。江

戸
時
代
に
は
た
び
た
び
大
火
が
起
き
て
、
木
材
が
高
騰
し

た
。
江
戸
の
方
向
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
の
を
み
て
、
い
ち
早
く
山

を
買
い
占
め
大
儲
け
し
た
商
人
の
成
功
譚
な
ど
江
戸
近
郊
の
林
業

地
に
多
い
。

そ
も
そ
も
ふ
つ
う
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
育
成
林
業
を
や
っ
て
、

利
払
い
ま
で
含
め
た
費
用
を
差
し
引
い
て
黒
字
を
出
す
の
は
、
昔

か
ら
容
易
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
た
だ
江
戸
の
大
火
の
よ
う
な

こ
と
が
、
た
ま
に
起
き
る
と
木
材
価
格
が
高
騰
し
て
、
山
持
ち
ま
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で
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
儲
か
る
。
実
に
林
業
の
要
諦
は
待
つ
こ
と
な
の

だ
。
そ
れ
は
現
代
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

資
源
を
温
存
し
て
「
待
ち
の
林
業
」
に
徹
す
る
こ
と
が
、
森
林

所
有
者
や
経
営
者
の
儲
け
る
道
で
あ
り
、
大
規
模
な
被
害
に
備
え

る
国
や
公
共
団
体
の
危
機
管
理
で
も
あ
る
。

補
助
金
政
策
と
現
場
と
の
乖
離

そ
の
一

造
林
事
業

そ
こ
で
、
多
様
性
の
あ
る
森
林
経
営
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る

の
か
、
個
々
の
経
営
者
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
と
い

う
こ
れ
か
ら
の
森
林
・
林
業
政
策
を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
現
行
の
森
林
・
林
業
政
策
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

現
在
の
よ
う
に
、
森
林
・
林
業
政
策
が
人
工
林
施
業
一
辺
倒
の

硬
直
的
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ
る
。
林
野
庁
に
限

ら
ず
ど
こ
の
省
庁
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
国
家
予
算
の
確

保
、
森
林
・
林
業
予
算
の
シ
ェ
ア
の
維
持
で
あ
る
。
こ
れ
は
役
人

の
根
源
的
な
習
性
に
依
拠
す
る
も
の
で
、
多
く
の
場
合
現
場
の
実

態
・
要
望
と
予
算
上
の
論
理
が
乖
離
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
現

場
に
は
、
失
敗
も
多
い
し
、
特
に
自
然
相
手
の
森
林
・
林
業
で
は

予
測
不
能
の
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、
中
央
で
の
予
算
要
求
で
は

「
失
敗
」
は
ご
法
度
で
、
責
任
を
問
わ
れ
る
。
だ
か
ら
過
去
の
失

敗
を
糊
塗
し
て
、
中
央
の
論
理
で
要
求
理
由
を
組
み
立
て
て
い
く

う
ち
に
、
現
場
の
実
情
と
ど
ん
ど
ん
乖
離
す
る
。
そ
し
て
、
現
場

に
合
致
し
な
い
中
央
の
論
理
で
作
ら
れ
た
事
業
が
現
場
に
押
し
売

り
さ
れ
る
。

造
林
予
算
も
昭
和
三
〇
〜
四
〇
年
代
は
極
め
て
常
識
的
だ
っ

た
。
更
新
作
業
（
地
拵
・
植
付
）
に
対
す
る
補
助
の
み
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
個
人
資
産
の
形
成
に
つ
な
が
る
造
林
事
業
が
補
助
対
象

で
あ
る
こ
と
自
体
が
国
の
予
算
と
し
て
は
異
例
で
、
し
か
も
公
共

事
業
だ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
森
林
造
成
が
山
地
防
災
機
能
の
向
上
に

寄
与
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た
証
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
長
く
続

い
た
。

と
こ
ろ
が
、
木
材
価
格
の
低
下
が
続
き
森
林
所
有
者
の
利
益
が

減
る
と
、
ま
ず
下
刈
が
補
助
対
象
に
な
っ
た
。
下
刈
、
除
伐
な
ど

を
保
育
作
業
と
呼
ぶ
。
幼
齢
林
で
は
、
隣
接
す
る
植
栽
木
の
空
間

が
広
い
た
め
、
そ
こ
に
雑
草
や
天
然
木
が
侵
入
し
て
植
栽
木
の
成

長
を
妨
げ
る
の
で
、
五
〜
六
年
生
ま
で
は
下
刈
、
一
〇
年
生
と
一

五
年
生
ぐ
ら
い
に
侵
入
し
た
天
然
木
を
除
伐
し
て
や
る
必
要
が
あ

る
。二
回
目
の
除
伐
が
終
わ
れ
ば
、植
栽
木
の
樹
高
も
高
く
な
り
、

枝
も
張
っ
て
隣
接
木
と
空
間
が
枝
葉
で
埋
ま
り
、
鬱
閉
（
う
っ
ぺ

い
）
と
い
う
状
態
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
林
内
は
暗
く
な
り
、
陽

光
を
必
要
と
す
る
天
然
木
や
下
層
植
生
は
侵
入
で
き
な
く
な
る
。

人
工
林
施
業
で
は
ま
ず
鬱
閉
状
態
を
創
り
出
す
の
が
成
林
へ
の
条

件
な
の
で
あ
る
。

林
業
の
補
助
で
は
長
ら
く
初
期
投
資
の
更
新
作
業
（
地
拵
、
植
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４１



栽
）
ま
で
が
補
助
対
象
だ
っ
た
が
、
成
林
に
至
る
ま
で
の
保
育
作

業
は
森
林
経
営
者
の
責
任
で
あ
り
、
保
育
作
業
ま
で
補
助
対
象
に

す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
旦
下
刈
が
補
助

対
象
に
な
る
と
除
伐
が
補
助
対
象
に
な
る
ま
で
は
早
か
っ
た
。

実
は
こ
の
頃
、
高
齢
林
の
減
少
で
伐
採
面
積
が
減
少
し
、
こ
れ

に
伴
う
造
林
面
積
も
減
少
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
余
り
気
味
で
あ

っ
た
造
林
補
助
金
を
、
保
育
事
業
へ
の
対
象
拡
大
で
巧
み
に
吸
収

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
の
予
算
は
一
度
減
ら
さ
れ
た
ら
、
元
に

戻
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
れ
は
中
央
省
庁
の
事
情
で
あ
る
。

さ
て
、
補
助
金
の
恐
ろ
し
さ
、
そ
の
一
は
現
場
作
業
が
硬
直
的

に
な
る
こ
と
で
あ
る
。下
刈
・
除
伐
で
は
、植
栽
木
が
枯
れ
た
り
、

価
値
の
高
い
広
葉
樹
が
多
い
個
所
な
ど
は
刈
残
す
の
で
、
計
画
面

積
よ
り
実
行
面
積
が
減
っ
て
、
補
助
金
も
減
額
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
目
の
前
の
補
助
金
欲
し
さ
に
、
刈
ら
な
い
方
が
い
い
と
こ
ろ
ま

で
全
部
刈
る
。
こ
う
し
て
森
林
経
営
と
し
て
将
来
的
に
有
利
な
多

様
性
が
失
わ
れ
る
。

そ
の
二
は
、
補
助
金
は
麻
薬
と
同
じ
で
あ
る
。
一
度
も
ら
う
と

次
年
か
ら
は
補
助
金
を
も
ら
う
こ
と
が
仕
事
に
な
る
。
仕
様
書
通

り
に
仕
上
げ
る
こ
と
だ
け
に
没
頭
し
て
、
ど
の
よ
う
な
山
づ
く
り

を
す
る
か
は
二
の
次
に
な
る
。
経
営
者
は
魂
を
補
助
金
に
売
り
渡

す
の
だ
。

下
刈
、
つ
る
切
、
除
伐
は
、
単
に
目
的
外
の
侵
入
植
物
を
除
去

す
る
作
業
で
は
な
く
、
良
い
も
の
は
残
し
、
植
栽
木
に
と
っ
て
有

益
な
も
の
も
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
常
に
森
林
の
状

態
を
観
察
し
な
が
ら
、
価
値
あ
る
姿
に
誘
導
し
て
い
く
べ
き
な
の

で
あ
る
。

熊
本
の
泉
林
業
の
社
長
と
青
森
の
中
島
林
業
の
社
長
が
二
人
と

も
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
国
有
林
の
立
木
は
手
入
れ
が
悪
い

の
で
、
高
く
買
う
と
言
う
の
だ
。
手
入
れ
が
悪
く
広
葉
樹
が
多
く

侵
入
し
た
人
工
林
は
、
成
長
が
悪
い
の
で
年
輪
が
詰
ま
っ
て
い
る

し
、
下
枝
が
落
ち
て
無
節
材
が
多
く
採
れ
る
そ
う
だ
。
何
と
皮
肉

な
話
だ
。
南
と
北
の
大
家
が
言
っ
た
の
だ
か
ら
間
違
い
な
い
。

せ
っ
か
く
補
助
金
つ
け
て
悪
い
森
林
を
つ
く
る
な
ん
て
馬
鹿
げ

た
こ
と
は
や
め
る
べ
き
だ
。
融
通
の
き
く
現
場
作
業
と
す
る
た
め

に
、
作
業
仕
様
の
縛
（
し
ば
）
り
を
ゆ
る
く
す
べ
き
だ
ろ
う
。
林

業
を
救
う
は
ず
の
補
助
政
策
が
、
技
術
と
経
営
の
自
由
度
を
奪

い
、
森
林
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

補
助
金
政
策
と
現
場
と
の
乖
離

そ
の
二

何
で
も
間
伐
？

さ
て
、
保
育
作
業
に
つ
づ
く
間
伐
に
つ
い
て
は
、
資
産
形
成
的

意
味
合
い
が
強
い
の
で
長
ら
く
非
公
共
事
業
の
補
助
対
象
だ
っ

た
。
そ
れ
が
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
間
伐
を
し
な
い
と
モ
ヤ
シ
の

よ
う
な
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
の
樹
木
が
集
ま
っ
た
森
林
に
な
っ
て
、
風

害
や
雪
害
で
倒
れ
た
り
し
て
、
公
益
的
機
能
が
低
下
す
る
な
ど
と

い
う
ま
こ
と
し
や
か
な
説
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ
の
モ
ヤ
シ
林
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が
荒
廃
森
林
と
さ
れ
、
そ
れ
を
再
生
す
る
と
い
う
政
策
的
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
が
作
り
だ
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
お
い
て
、
間
伐
を
す
る

と
Ｃ
Ｏ
2
の
吸
収
量
が
増
加
す
る
と
い
う
お
よ
そ
科
学
性
に
基
づ

か
な
い
論
拠
で
、
政
治
的
に
間
伐
促
進
を
ね
じ
込
ん
だ
。
ま
っ
た

く
呆
れ
た
構
図
で
あ
る
が
、
行
政
は
権
力
で
異
を
唱
え
る
研
究
者

た
ち
の
口
を
封
じ
て
い
る
。
以
来
、
行
政
の
意
に
沿
わ
な
い
研
究

開
発
は
行
わ
な
い
よ
う
学
者
・
研
究
者
は
忖
度
し
は
じ
め
た
。

私
は
間
伐
不
要
論
を
唱
え
る
が
、
特
段
科
学
的
論
拠
に
基
づ
い

て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
現
実
が
そ
う
だ

か
ら
で
あ
る
。

左
の
写
真
は
、
無

間
伐
の
ヒ
ノ
キ
壮
齢

林
だ
が
、
す
べ
て
の

林
木
が
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ

ろ
で
は
な
い
。
一
斉

林
で
あ
っ
て
も
、
林

木
の
成
長
に
は
自
ず

と
優
劣
が
あ
っ
て
、

太
い
木
、
細
い
木
、

高
い
木
、
低
い
木
が

混
在
し
て
い
る
の

だ
。
太
い
木
、
高
い
木
は
主
林
木
と
い
う
グ
ル
ー
プ
、
細
い
木
、

低
い
木
は
被
圧
木
で
副
林
木
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
く
く
ら
れ
る
。

ふ
つ
う
副
林
木
は
間
伐
対
象
木
と
な
る
が
、
被
圧
さ
れ
て
い
る

の
で
周
辺
の
主
林
木
が
倒
れ
な
い
限
り
、
復
活
の
目
は
な
い
。
特

に
間
伐
し
な
く
て
も
、
主
林
木
の
成
長
に
支
障
と
な
る
こ
と
も
少

な
い
。
つ
ま
り
無
間
伐
で
も
困
ら
な
い
の
だ
。

四
国
、
九
州
南
部
や
茨
城
北
部
で
、
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
け

て
国
有
林
野
特
別
経
営
事
業
で
造
林
さ
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人

工
林
を
昭
和
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
か
け
て
見
た
が
、
そ
れ
ら
は
間

伐
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
被
圧
さ
れ
て
立
ち
枯
れ
た
木
が
多
く
残

っ
て
い
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
無
間
伐
林
の
木
材
が
高

値
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
製
材
業
者
に
聞
く
と
、
本
数
密
度
の
高
い
林
の
材

質
は
、
成
長
が
悪
い
の
で
年
輪
が
詰
ま
っ
て
い
る
、
下
枝
が
枯
れ

上
が
っ
て
無
節
材
が
多
い
、
収
穫
さ
れ
る
材
積
・
本
数
が
多
い
と

い
い
こ
と
尽
く
め
だ
と
言
う
の
だ
。
確
か
に
、
間
伐
の
理
論
的
根

拠
と
な
っ
て
い
る
密
度
効
果
の
法
則
に
合
致
し
て
い
る
。

さ
ら
に
下
手
な
間
伐
は
、
森
林
の
価
値
や
機
能
を
低
下
さ
せ

る
。
間
伐
時
に
残
存
木
の
幹
を
損
傷
す
る
と
、
そ
こ
が
傷
に
な
っ

た
り
、
腐
れ
が
入
っ
て
材
質
を
損
な
う
。
林
分
と
し
て
は
風
害
に

対
し
て
弱
く
な
る
。
間
伐
前
は
個
々
の
樹
冠
が
触
れ
合
っ
て
林
冠

が
密
と
な
り
、
林
分
全
体
で
支
え
合
っ
て
風
に
抵
抗
す
る
の
だ

が
、
間
伐
で
林
冠
に
隙
間
が
で
き
る
と
そ
の
抵
抗
力
が
低
下
す
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る
。
風
害
の
多
く
は
竜
巻
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
、
無
間
伐
林

で
あ
っ
て
も
被
害
を
免
れ
な
い
が
、
特
に
間
伐
直
後
の
林
分
は
風

害
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。

そ
も
そ
も
間
伐
は
収
穫
の
一
手
段
で
あ
り
、
伐
期
以
前
の
中
間

収
入
を
あ
げ
る
こ
と
と
、
均
一
な
年
輪
幅
と
し
品
質
を
高
め
る
た

め
に
有
力
で
あ
る
。
肥
大
成
長
も
目
的
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
た

め

あ
ら
ざ
い

だ
肥
ら
せ
て
目
粗
材
を
つ
く
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

間
伐
を
こ
な
す
に
は
高
度
な
経
営
技
術
と
作
業
技
術
が
必
須
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
篤
林
家
以
外
の
一
般
的
な
山
持
さ
ん
な
ら
、
無
間

伐
が
一
番
無
難
で
あ
り
、
下
手
に
材
質
を
傷
つ
け
る
こ
と
も
な

く
、
そ
こ
そ
こ
の
品
質
向
上
も
期
待
で
き
る
の
で
お
す
す
め
。
こ

れ
も
何
と
も
皮
肉
な
話
で
あ
る
。

最
近
の
行
政
は
、
何
を
す
る
に
も
間
伐
を
手
段
と
す
る
。
し
か

し
、
間
伐
は
技
術
的
に
難
し
く
、
労
働
災
害
の
危
険
も
多
い
。
机

上
で
考
え
る
ほ
ど
、
現
場
の
実
態
は
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。

今
こ
そ
必
要
な
森
林
・
林
業
政
策
の
再
生

結
論
で
あ
る
。
日
本
の
森
林
・
林
業
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、

ま
ず
多
く
の
関
係
者
の
頭
脳
の
再
生
で
は
な
い
か
。

1
�
森
林
・
林
業
経
営
は
、
国
が
標
準
的
な
森
林
施
業
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
経
営
者
が
考
え
た
森
林
施
業
を

尊
重
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
れ
ば
、
地
域
の
森

林
・
林
業
、
国
の
森
林
・
林
業
が
全
体
と
し
て
多
様
性
の
あ

る
も
の
に
な
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
域
的
に
防

災
性
が
高
く
、
地
震
な
ど
の
壊
滅
的
災
害
か
ら
の
復
興
に
寄

与
し
、
将
来
の
需
要
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
商
品
価
値
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
。
自
主
性
を
尊
重
し
、
共
倒

れ
を
防
ぐ
の
で
あ
る
。

2
�
当
面
、
森
林
の
価
値
は
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
傾
い
て
い

る
。
利
益
の
上
が
ら
な
い
収
穫
は
控
え
て
森
林
保
全
を
政
策

の
主
体
に
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
皆
伐
・
間
伐
を
問
わ
ず

伐
採
を
奨
励
す
る
よ
う
な
補
助
金
は
、
森
林
の
機
能
と
商
品

価
値
の
低
下
に
つ
な
が
る
の
で
停
止
す
る
。

3
�
補
助
金
は
、
森
林
を
残
す
た
め
に
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。
例

え
ば
、
伐
期
延
長
一
〇
年
間
毎
に
防
災
機
能
維
持
保
全
の
た

め
の
補
償
金
ま
た
は
補
助
金
を
交
付
し
、
森
林
保
険
も
無
償

で
つ
け
る
。
災
害
等
で
緊
急
に
木
材
需
要
が
生
じ
た
場
合

は
、
伐
採
を
認
め
る
。

4
�
森
林
の
管
理
経
営
技
術
、
現
場
作
業
技
術
は
一
朝
一
夕
に
は

習
得
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
森
林
・
林
業
業
務
に
従
事
し

た
い
と
志
す
若
者
、
教
育
者
、
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

地
方
公
務
員
た
ち
を
国
有
林
の
森
林
官
に
任
命
し
て
五
年
間

教
育
す
る
。
も
ち
ろ
ん
給
与
は
国
が
支
給
す
る
。

5
�
樹
木
が
成
長
し
て
巨
木
化
す
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
不
都
合
も
多
く
な
る
。
特
に
、
都
市
部
を
中
心
に
、
建
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物
や
道
路
、
鉄
道
な
ど
に
支
障
を
及
ぼ
す
場
合
も
あ
る
。
た

だ
で
さ
え
も
巨
木
の
伐
採
は
高
度
な
技
能
を
要
す
る
が
、
急

傾
斜
地
で
あ
っ
た
り
、
施
設
の
保
護
の
た
め
、
伐
倒
方
向
が

限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
作
業
を
特
殊
伐
採
と
呼

ん
で
い
る
が
、
今
後
需
要
が
増
え
る
こ
と
は
確
実
で
、
技
術

者
の
養
成
が
急
が
れ
る
。

6
�
都
道
府
県
の
森
林
行
政
部
門
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
等
を
用

い
て
空
中
か
ら
の
森
林
の
状
況
把
握
を
日
常
的
に
行
い
、
土

砂
災
害
、
違
法
開
発
、
違
法
伐
採
の
防
止
に
役
立
て
る
。
熱

海
土
捨
場
崩
壊
事
件
の
よ
う
な
人
災
を
二
度
と
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
。

7
�
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
な
ど
野
生
動
物
の
個
体
数
管
理
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
獣
類
の
増
加
は
、
森
林
保
全
の
危

機
で
あ
り
、
付
随
す
る
ヤ
マ
ビ
ル
、
ダ
ニ
な
ど
に
よ
る
被
害

拡
大
は
下
流
の
住
民
の
脅
威
と
な
る
。
野
生
動
物
の
都
市
部

へ
の
浸
透
を
防
止
す
る
上
で
も
、
森
林
に
お
け
る
適
正
管
理

が
不
可
欠
で
あ
る
。

８
�
日
本
の
国
土
の
三
分
の
二
は
森
林
で
あ
る
。
そ
し
て
私
た
ち

全
員
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
の
だ
。
森
林
は
、
例
え
ば
自

然
災
害
に
対
し
て
私
た
ち
の
防
壁
と
な
っ
て
く
れ
る
が
、
災

害
が
大
き
く
な
れ
ば
逆
に
被
害
を
増
幅
さ
せ
る
役
割
も
果
た

す
。
そ
の
よ
う
な
森
林
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
も
っ
と
多
く

の
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
体
感
で
き
る
教

育
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
わ
り
に

さ
て
、
こ
こ
ま
で
私
の
論
旨
に
違
和
感
を
覚
え
る
方
も
多
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
林
野
庁
が
掲
げ
る
公
式
見
解
と
の
差
の
大
き
さ

で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
林
野
庁
職
員
と
し
て
三
八
年
間
勤
務
し
た

Ｏ
Ｂ
で
あ
る
が
、
林
野
庁
に
対
し
て
ま
っ
た
く
忖
度
し
て
い
な

い
。
今
さ
ら
失
う
も
の
は
何
も
な
い
か
ら
だ
。

森
林
・
林
業
関
係
の
知
人
に
は
私
を
支
持
し
て
く
れ
る
人
も
多

い
。
現
場
で
働
く
人
、
学
者
・
研
究
者
、
国
や
地
方
の
職
員
な
ど

職
種
を
問
わ
ず
私
の
説
に
賛
同
し
て
く
れ
る
方
が
い
る
こ
と
は
心

強
い
。
で
も
公
式
な
立
場
で
は
、
林
野
庁
の
掲
げ
る
科
学
性
の
疑

わ
れ
る
よ
う
な
説
に
忖
度
し
て
し
ま
う
の
が
現
状
な
の
だ
。

特
段
、
林
野
庁
が
独
裁
的
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
他
省
庁
も

似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
が
、
ご
無
理
ご
も
っ
と
も
で
な
い
と
出

世
に
差
し
支
え
る
の
は
明
ら
か
だ
。
技
術
者
で
あ
れ
ば
、
出
世
よ

り
も
技
術
の
道
を
究
め
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
り
、
真
の
評
価

は
そ
こ
に
あ
る
と
誰
し
も
思
っ
て
い
る
の
だ
が
、
つ
い
長
い
も
の

に
巻
か
れ
て
し
ま
う
の
が
日
本
人
の
限
界
で
あ
り
、
何
と
も
す
っ

き
り
し
な
い
社
会
で
あ
る
。
私
の
よ
う
な
老
人
だ
け
が
遠
吠
え
す

る
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
も
っ
と
自
由
に
発
言
で
き
、
活
発
な
議

論
が
で
き
る
よ
う
な
森
林
・
林
業
界
に
な
る
こ
と
が
、
再
生
へ
の

日本の森林再生の方向 ���������������������������
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第
一
歩
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

か
と
言
っ
て
、
私
は
日
本
の
森
林
の
将
来
に
つ
い
て
悲
観
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
見
高
度
な
文
明
を
誇
り
急
速
な
進
化
を

遂
げ
た
人
間
よ
り
も
、
伐
ら
れ
よ
う
が
、
崩
さ
れ
よ
う
が
、
ま
た

営
々
と
し
て
立
ち
上
が
っ
て
く
る
森
林
の
力
を
信
じ
て
い
る
か
ら

だ
。
し
か
し
、
人
類
が
滅
ん
だ
あ
と
に
、
立
派
な
森
林
が
広
が
る

姿
な
ど
考
え
た
だ
け
で
も
疎
ま
し
い
。

左
の
写
真
は
奥
高
尾
の
壮
齢
ヒ
ノ
キ
人
工
林
で
、
根
系
が
地
表

を
覆
っ
て
、
林
地
を
緊
縛

し
て
い
る
様
子
が
よ
く
わ

か
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
日
常
が
守
ら
れ

て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

い
。ダ

ム
は
完
成
し
た
そ
の

時
か
ら
劣
化
が
始
ま
る

が
、
森
林
は
日
々
価
値
を

増
大
さ
せ
て
い
く
。
森
林

へ
の
投
資
は
確
実
な
成
長

と
安
全
を
買
う
も
の
で
、

ま
ゆ
つ
ば
も
の
の
経
済
成

長
と
は
ど
こ
か
違
っ
て
い

る
。
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４６



は
じ
め
に

編
集
部
よ
り
本
特
集
の
原
稿
依
頼
を
戴
い
た
。
本
誌
二
〇
一
五

年
四
月
号
で
掲
載
さ
れ
た
同
名
の
特
集
か
ら
六
年
を
経
て
、
六
年

間
で
何
が
変
わ
り
、
何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
を
論
じ
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
私
が
執
筆
依
頼
を
受
け
た
木
材
貿
易
や

木
材
流
通
に
関
し
て
前
特
集
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
国
内
外
の
森
林
面
積
や
丸
太
生
産

量
、
林
産
物
貿
易
、
日
本
の
木
材
需
給
・
貿
易
、
木
材
価
格
を
長

期
的
に
概
観
し
、
日
本
の
木
材
需
給
や
木
材
貿
易
の
変
化
を
踏
ま

え
た
今
後
の
方
向
性
に
関
し
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

主
要
国
の
森
林
面
積
と
丸
太
生
産
量

日
本
の
森
林
面
積
や
丸
太
生
産
量
は
世
界
的
に
見
て
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
公
表
す
る
森
林
面
積
と
丸
太
太
生
産
量
の

デ
ー
タ
を
利
用
し
、
主
要
国
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
比
較
し
て

み
た
い
。
表
1
に
示
す
よ
う
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
先
進

国
の
日
本
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ド
イ
ツ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
国
の
中
で
二
〇
一
九
年
に
国
土
面
積
に
占
め

る
森
林
面
積
の
割
合
が
高
い
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
七
三
・
七

％
を
筆
頭
に
六
〇
％
台
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
が
続
い
て
い

る
。
森
林
面
積
に
つ
い
て
は
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
が
そ
の
広
大
な
国
土
面
積
を
背
景
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、

森
林
率
は
相
対
的
に
低
い
。
他
方
、
人
工
林
が
一
千
万
ha
を
超
す

木
材
貿
易
の
変
化
を
踏
ま
え
た
日
本
の
対
応

立
花

敏

筑
波
大
学
生
命
環
境
系
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の
は
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
日
本
で
あ
り
、
人
工
林

率
で
見
る
と
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
日
本

が
四
〇
％
を
超
し
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
米
国
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
工
林
率
は
一
割
に
も
満
た
な
い
。
近
年
は
こ
の

米
国
や
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も
人
工
林
の
面
積
が
増
加
し
て
い
る
。

世
界
規
模
で
森
林
面
積
が
減
少
を
続
け
る
中
で
、
時
間
及
び
土
地

面
積
当
た
り
の
丸
太
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
も
、
或
い
は
用

途
に
合
っ
た
丸
太
を
生
産
す
る
た
め
に
も
人
工
林
の
造
成
が
求
め

ら
れ
、
世
界
的
に
拡
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
丸
太
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
米
国
が
四

・
五
億
㎥
を
、
カ
ナ
ダ
が
一
・
四
億
㎥
を
超
し
て
顕
著
に
多
く
、

ド
イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
五
千
万
㎥
を
超

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
人
工
林
面
積
が
五
〇
〇
万
ha
を
超

え
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
二
〇
一
八
〜
二
〇
二
〇
年
に
虫

害
や
風
倒
被
害
が
生
じ
て
丸
太
生
産
量
が
そ
の
前
の
二
〜
三
割
の

増
加
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
、
ユ
ー
カ
リ
等
の

人
工
林
が
二
三
九
万
ha
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ラ
ジ
ア
ー
タ
パ
イ

ン
等
の
人
工
林
が
二
〇
八
万
ha
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
、
六
八
〇
万
㎥
、
三
、
五
九
七
万
㎥
の
丸
太
生

産
量
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
多
く
の
人
工
林

を
有
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
漸
く
丸
太
生
産
量
は
三
、
〇
〇
〇
万

㎥
を
上
回
る
水
準
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
国
の
全
森
林
を
対
象
に
し
て
森
林
面
積
一
ha
当
た
り
の
丸
太

表1 主要国の森林面積と丸太生産量

注：木材生産量は薪炭材と産業用材の合計である。
資料：FAO（2020）Global Forest Resources Assessment 2020及びFAO（2021）FAOSTAT Forestry
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生
産
量
を
計
算
し
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
が
六
・
八
二
㎥
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
が
四
・
八
五
㎥
と
際
立
っ
て
多
く
、
そ
れ
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
三
・
六
四
㎥
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
・
八
八
㎥
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
二
・
八
四
㎥
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
・
七
〇
㎥
、
米
国
の

一
・
四
八
㎥
、
日
本
の
一
・
二
二
㎥
が
続
い
て
い
る
。
広
大
な
森

林
面
積
を
有
す
る
カ
ナ
ダ
で
〇
・
四
一
㎥
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
〇
・
二
七
㎥
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
で
は
持
続
可
能
な

森
林
経
営
を
念
頭
に
丸
太
生
産
量
を
森
林
蓄
積
量
の
一
％
未
満
に

す
る
方
針
を
採
っ
て
お
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
製
紙
用
木
材

チ
ッ
プ
生
産
用
に
ユ
ー
カ
リ
人
工
林
を
造
成
し
て
植
栽
後
に
一
〇

年
程
度
で
伐
採
す
る
経
営
を
行
っ
て
き
た
。

仮
に
人
工
林
面
積
の
み
が
丸
太
生
産
の
場
に
な
っ
て
い
る
状
況

を
想
定
し
、
人
工
林
一
ha
当
た
り
の
丸
太
生
産
量
を
試
算
し
て
み

る
と
、
人
工
林
率
の
低
い
フ
ラ
ン
ス
や
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
お
い
て
人
工
林
一
ha
当
た
り
の
丸
太
生
産
量
が
一
〇
㎥
を
超
え

て
大
き
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で

も
高
い
水
準
に
あ
る
。
表
中
の
国
々
で
は
日
本
の
二
・
九
八
㎥
／

ha
が
際
立
つ
少
な
さ
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
中
で
フ
ラ
ン

ス
で
は
天
然
林
材
の
生
産
量
が
相
対
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
人
口
増
加
や
経
済
成
長
に
伴
っ
て

林
産
物
需
要
量
は
当
面
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る

が
、
他
方
で
森
林
面
積
は
熱
帯
林
地
帯
を
主
体
に
減
少
が
続
い
て

お
り
、
木
材
需
要
を
満
た
す
た
め
に
今
後
は
ま
す
ま
す
一
ha
当
た

り
の
丸
太
生
産
量
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
単
位
面
積
当
た
り
の
年
間
森
林
成
長
量
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
、
特
に
生
産
林
に
お
い
て
成
長
の
良
い
人
工
林
を
造
成
す

る
こ
と
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
で
は
、
総
体

と
し
て
の
森
林
の
多
面
的
機
能
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
国
や
地
域

の
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
保
護
す
べ
き
森
林
と
生
産
活
動
の
対
象

と
す
る
森
林
と
そ
の
間
に
あ
る
森
林
（
例
え
ば
制
限
林
）
と
い
う

区
分
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
も
課
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
世
界

の
中
で
も
人
工
林
面
積
も
人
工
林
率
も
高
い
日
本
が
、
ど
の
よ
う

に
森
林
経
営
を
行
っ
て
い
く
か
が
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
る
。

世
界
に
お
け
る
林
産
物
の
生
産
量
と
輸
出
量

世
界
の
林
産
物
生
産
や
貿
易
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
表
2
に
示
す
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
公
表
す
る
林
産
物
の
生
産
量

と
輸
出
量
を
用
い
て
、
近
年
の
動
き
と
中
長
期
的
な
変
化
を
見
て

い
き
た
い
。

二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
世
界
の
丸
太
生
産
量
は
三
九
・
一
億
㎥

で
あ
り
、
薪
炭
材
と
産
業
用
丸
太
が
半
々
の
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
量
は
二
〇
一
七
年
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
一
％
の
減
少
と

な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐

19
が
ま
ん
延
し
た
年
で
あ
る
た
め

か
、
産
業
用
丸
太
の
減
少
が
二
％
と
よ
り
大
き
か
っ
た
。
だ
が
、
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二
〇
二
〇
年
の
丸
太
生
産
量
は
二
〇
〇
〇
年
よ
り
一
二
％
、
一
九

八
〇
年
よ
り
二
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
丸
太
生
産
量
は
傾

向
的
に
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
丸
太
輸
出
量
は
一
・
四

億
㎥
で
あ
り
、
産
業
用
丸
太
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

丸
太
に
関
し
て
生
産
量
に
対
し
て
輸
出
に
向
け
ら
れ
る
量
は
多
く

な
く
、
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量
を
二
〇
一
七
年
の
そ
れ
と
比
べ
る

と
二
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
薪
炭
材
が
一
五
％
減
と
大
き
な
減
少

と
な
っ
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19
拡
大
の
中
で
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
に

影
響
が
生
じ
て
物
流
が
滞
る
中
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
薪
炭
材
に

及
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
丸
太
輸
出
量
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
一
九
％
、
一
九
八
〇
年
よ
り
五
〇
％
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
変
化
と
し
て
は
薪
炭
材

が
七
九
％
増
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
製
材
品
の
生
産
量
は
四
・
七
億
㎥
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
一
・
五
億
㎥
、
三
割
強
が
輸
出
さ
れ
た
。
製
材
品

生
産
量
の
変
化
は
、
二
〇
一
七
年
比
で
三
％
減
と
な
っ
た
が
、
二

〇
〇
〇
年
比
で
二
三
％
、
一
九
八
〇
年
比
で
一
二
％
の
増
加
で
あ

っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
製
材
品
輸
出
量
は
二
〇
一
七
年
比
で
三
％

減
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
比
で
三
四
％
、
一
九
八
〇

年
比
で
は
一
一
八
％
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
生
産
量
に
占

め
る
輸
出
量
の
割
合
が
か
つ
て
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
に
生
産
量
も
輸
出
量
も
増
加
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
五

表2 世界における林産物の生産量と輸出量

注：木質ボードは削片板（PB）、配向性ストランドボード（OSB）、繊維板（FB）からなる。
資料：https://www.fao.org/forestry/statistics/80938/en/に基づき作成（2022年5月21日閲覧）
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〇
百
万
ト
ン
の
生
産
量
に
対
し
て
三
一
百
万
ト
ン
の
輸
出
量
で
あ

り
、
生
産
量
の
大
半
が
輸
出
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

合
板
と
木
質
ボ
ー
ド
か
ら
な
る
木
質
パ
ネ
ル
の
生
産
量
は
二
〇

二
〇
年
に
三
・
六
億
㎥
強
で
、
内
訳
は
合
板
が
約
一
・
二
億
㎥
、

木
質
ボ
ー
ド
が
二
・
五
億
㎥
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
木
質
パ

ネ
ル
生
産
量
は
二
〇
一
七
年
比
で
一
％
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
二

〇
〇
〇
年
比
で
一
〇
七
％
増
、
一
九
八
〇
年
比
で
二
八
〇
％
増
で

あ
り
、
こ
の
四
〇
年
間
に
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
合
板
も
木
質

ボ
ー
ド
も
生
産
量
は
大
き
く
伸
び
て
い
る
が
、
特
に
木
質
ボ
ー
ド

が
一
九
八
〇
年
比
で
三
三
五
％
増
と
際
立
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇

年
に
お
け
る
木
質
パ
ネ
ル
の
輸
出
量
は
八
八
百
万
㎥
で
あ
り
、
生

産
量
の
二
割
強
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量

は
、
二
〇
一
七
年
比
で
二
％
減
、
二
〇
〇
〇
年
比
で
六
七
％
増
、

一
九
八
〇
年
比
で
四
九
〇
％
増
で
あ
り
、
そ
の
増
加
率
は
木
質
ボ

ー
ド
が
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量
を
二
〇

一
七
年
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
合
板
は
六
％
減
だ
っ
た
の
に
対
し

て
木
質
ボ
ー
ド
は
変
わ
ら
な
い
水
準
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ‐
19

の
影
響
は
合
板
の
貿
易
に
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
世
界

最
大
の
合
板
輸
出
国
で
あ
る
中
国
か
ら
最
大
の
輸
入
国
で
あ
る
米

国
へ
の
輸
出
が
減
少
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
削
片
板

や
繊
維
板
は
北
米
や
欧
州
で
主
に
消
費
さ
れ
、
合
板
は
東
ア
ジ
ア

や
北
米
で
主
に
消
費
さ
れ
る
と
い
う
地
域
性
が
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
木
材
パ
ル
プ
と
他
の
繊
維
パ
ル
プ
の
生

産
量
は
一
八
六
百
万
ト
ン
と
一
一
百
万
ト
ン
で
あ
り
、
共
に
そ
の

四
割
弱
が
輸
出
に
向
け
ら
れ
た
。
両
者
の
生
産
量
は
一
九
八
〇
年

比
で
五
〇
％
前
後
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
一
七
年
比
で
も

一
〜
二
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量
に
つ
い
て

は
、
木
材
パ
ル
プ
が
二
〇
〇
〇
年
比
で
八
〇
％
、
一
九
八
〇
年
比

で
二
二
六
％
の
増
加
、
他
の
繊
維
パ
ル
プ
が
同
順
に
一
五
％
、
七

九
％
の
増
加
で
あ
り
、
よ
り
木
材
パ
ル
プ
の
伸
び
を
確
認
で
き

る
。
世
界
的
に
二
〇
〇
〇
年
代
終
わ
り
ま
で
は
経
済
成
長
と
共
に

紙
・
板
紙
の
消
費
量
が
増
え
る
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
木
材
パ
ル
プ
が
よ
り
貿
易
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
か
ら
電
子
機
器
が
広
く

普
及
し
、
情
報
の
や
り
取
り
が
紙
媒
体
か
ら
電
子
機
器
媒
体
に
変

化
し
て
き
た
。

故
紙
や
紙
・
板
紙
の
生
産
量
は
二
〇
二
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
約
二

・
三
億
ト
ン
、
四
・
〇
億
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
二
〜
三
割
の
量
が

輸
出
に
向
け
ら
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
両
者
の
生
産
量
は
二
〇
一

七
年
比
で
一
％
減
と
な
っ
た
が
、
故
紙
生
産
量
は
二
〇
〇
〇
年
比

で
五
九
％
、
一
九
八
〇
年
比
三
五
二
％
の
増
加
、
紙
・
板
紙
の
そ

れ
は
同
順
に
二
四
％
、
一
三
七
％
の
増
加
で
あ
り
、
古
紙
の
増
加

が
顕
著
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
の
輸
出
量
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
七
年
比
で
故
紙
が
八
％
、
紙
・
板
紙
が
二
％
の
減
少
と
な
っ
た

が
、
一
九
八
〇
年
比
で
は
同
順
に
七
一
六
％
、
二
一
八
％
の
増
加

と
な
り
、
故
紙
の
輸
出
が
顕
著
に
伸
び
て
い
る
。
中
国
の
故
紙
需
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要
増
が
こ
う
し
た
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
四
〇
年
間
の
変
化
を
踏
ま
え
、
世
界
に
お
け
る
林

産
物
の
生
産
量
と
輸
出
量
を
丸
太
の
生
産
量
と
輸
出
量
を
ベ
ー
ス

に
比
較
す
る
と
、
木
質
パ
ネ
ル
や
故
紙
、
紙
・
板
紙
の
増
加
が
著

し
く
な
っ
て
お
り
、
よ
り
加
工
度
を
高
め
た
製
品
の
輸
出
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
丸
太
や

製
材
品
等
の
リ
ユ
ー
ス
や
リ
サ
イ
ク
ル
か
ら
始
ま
る
木
材
の
カ
ス

ケ
ー
ド
利
用
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

日
本
の
木
材
需
給
と
木
材
産
出
国
の
事
情

日
本
の
木
材
需
給
の
ト
レ
ン
ド
と
貿
易
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

日
本
の
木
材
需
給
量
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
二
〇
〇
〇
年
ま
で

年
間
一
億
㎥
超
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
後
の
二
〇
〇
九
年
に
六
、
四
八
〇
万
㎥
ま
で
減
少
し
、

二
〇
一
〇
年
代
に
は
概
ね
年
間
七
千
万
㎥
台
で
あ
り
、
二
〇
一
七

〜
一
九
年
に
年
間
八
千
万
㎥
を
上
回
っ
た
。

図
1
に
日
本
の
木
材
自
給
率
と
輸
入
林
産
物
量
に
占
め
る
丸
太

の
割
合
を
示
し
た
。
日
本
の
木
材
自
給
率
は
、
一
九
六
〇
年
代
か

ら
一
九
七
〇
年
代
に
低
下
が
続
き
、
一
九
八
〇
年
代
に
幾
分
持
ち

直
し
た
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
ま
で
傾
向
的
に
低
下
し
て

一
八
％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
京
都
議
定
書
の

発
効
に
伴
う
森
林
整
備
の
拡
が
り
と
間
伐
材
利
用
の
増
加
、
特
に

図1 日本の木材需給のトレンド

資料：農林水産省「木材需給報告書」、財務省「貿易統計」
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合
板
用
材
と
し
て
の
国
産
材
の
増
加
に
よ
っ
て
木
材
自
給
率
は
上

昇
傾
向
が
生
じ
、
更
に
燃
料
材
の
増
加
も
相
ま
っ
て
二
〇
二
〇
年

に
四
一
・
八
％
ま
で
高
ま
っ
た
。
百
分
率
で
の
比
較
で
木
材
自
給

率
は
二
倍
を
超
え
る
水
準
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
の

木
材
自
給
率
の
計
算
で
は
分
母
に
総
需
要
量
が
採
ら
れ
て
い
る

が
、
食
料
自
給
率
の
定
義
等
と
同
様
に
そ
こ
か
ら
輸
出
量
を
差
し

引
い
た
国
内
需
要
量
（
国
内
消
費
量
）
を
分
母
に
す
る
と
、
こ
の

率
は
更
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
輸
入
林
産
物
量
に
占
め
る
丸
太
の
割
合
は
一
九
六
〇
年

代
初
め
に
八
五
％
超
で
あ
っ
た
が
、
若
干
の
昇
降
を
繰
り
返
し
な

が
ら
傾
向
的
に
低
下
が
続
き
、
一
九
七
三
年
に
七
〇
％
を
下
回

り
、
一
九
八
七
年
に
五
〇
％
を
切
っ
て
一
九
九
五
年
に
は
二
九
％

と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
値
は
二
〇
〇
四
年
に
二
〇
％
を
下
回

り
、
二
〇
一
四
年
に
一
〇
％
を
切
っ
て
二
〇
二
〇
年
に
は
七
・
六

％
ま
で
低
下
し
た
。
つ
ま
り
、
日
本
は
海
外
の
木
材
製
品
を
輸
入

し
て
利
用
す
る
か
、
あ
る
い
は
国
産
材
を
国
内
で
加
工
し
た
木
材

製
品
を
利
用
す
る
か
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日

本
は
現
在
も
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
や
ロ
シ
ア
等
か
ら
丸
太
を
輸
入
し

て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
三

〇
年
余
り
の
間
に
木
材
に
関
す
る
国
際
貿
易
の
事
情
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
変
化
も
、
木
材
自
給
率

の
上
昇
へ
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
材
産
出
国
に
目
を
向
け
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
段
階
的
に
丸
太
輸
出
を
制
限
し
て
一
九
八
五
年
に
禁

止
し
、
一
九
九
三
年
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
サ
バ
州
が
丸
太
輸
出
禁

止
策
を
採
っ
た
。
そ
し
て
、
合
板
輸
出
を
振
興
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
米
国
で
も
、
北
西
海
岸
地
域
で
一
九
八
〇
年
代
終
わ
り
か
ら

マ
ダ
ラ
フ
ク
ロ
ウ
や
マ
ダ
ラ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
等
の
絶
滅
危
惧
種
の
保

護
の
動
き
が
顕
在
化
し
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
に
は
天
然
林
伐
採

や
天
然
林
材
輸
出
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
製
材
用
や
製

紙
用
に
用
い
ら
れ
る
米
マ
ツ
等
の
針
葉
樹
材
が
輸
入
し
難
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
ロ
シ
ア
が
針
葉

樹
丸
太
の
輸
出
に
高
関
税
を
課
す
よ
う
に
な
っ
て
ロ
シ
ア
か
ら
の

丸
太
輸
出
は
激
減
し
、
二
〇
二
二
年
か
ら
は
丸
太
、
チ
ッ
プ
、
単

板
の
輸
出
禁
止
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
日

本
で
は
製
材
用
や
合
板
用
の
原
料
調
達
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
、
日
本
の
用
材
需
要
量
の
変
化
を
見
て
お
き
た
い
。
人

口
で
割
っ
た
一
人
当
た
り
の
量
と
し
て
、
製
材
用
、
パ
ル
プ
・
チ

ッ
プ
用
、
合
板
用
、
そ
の
他
と
分
け
で
図
2
を
作
成
し
た
。
一
人

当
た
り
用
材
需
要
量
は
一
九
七
三
年
に
一
・
〇
八
㎥
で
あ
り
、
そ

の
内
訳
は
製
材
用
〇
・
六
二
㎥
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
〇
・
二
八

㎥
、
合
板
用
〇
・
一
六
㎥
、
そ
の
他
〇
・
〇
二
㎥
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
二
〇
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
四
九
㎥
、
〇
・
二
〇
㎥
、
〇
・

二
一
㎥
、
〇
・
〇
七
㎥
、
〇
・
〇
一
㎥
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
一

九
七
三
年
に
比
べ
る
と
総
量
で
二
分
の
一
、
製
材
用
で
は
三
分
の

一
を
下
回
る
水
準
に
減
少
し
て
い
る
。
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
や
合
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板
用
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
終
わ
り
か
ら
以
前
よ
り
も
減

少
し
て
い
る
が
、
大
幅
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
人
当
た

り
用
材
需
要
量
の
総
量
と
し
て
は
、
先
進
国
に
お
い
て
年
間
一
㎥

を
超
す
国
が
少
な
く
な
い
中
で
、
日
本
の
需
要
量
は
か
な
り
少
な

く
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
製
材
用
材
の
需
要
が
大
き
く
減

少
し
て
お
り
、
再
生
可
能
な
森
林
資
源
を
社
会
に
広
く
活
用
し
て

い
く
こ
と
を
想
定
す
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
は
製
材
用
材
の
需
要

を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。

日
本
の
木
材
価
格

日
本
の
木
材
価
格
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス

ギ
を
例
に
取
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

一
九
六
〇
〜
二
〇
二
一
年
の
ス
ギ
の
山
元
立
木
価
格
（
各
年
三

月
末
現
在
に
お
け
る
利
用
材
積
一
㎥
当
た
り
平
均
価
格
）、
中
丸

太
価
格
（
径
一
四
〜
二
二
㎝
、
長
三
・
六
五
〜
四
・
〇
ｍ
）、
正

角
価
格
（
厚
一
〇
・
五
㎝
、
幅
一
〇
・
五
㎝
、
長
三
・
〇
ｍ
、
二

級
）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
関
係
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
を
見
て

み
る
。
こ
こ
で
は
農
林
水
産
省
「
木
材
需
給
報
告
書
」
及
び
一
般

財
団
法
人
日
本
不
動
産
研
究
所
「
山
林
素
地
及
び
山
元
立
木
価
格

調
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
価
格
を
日
本
銀
行
「
国
内
企
業
物
価
指

数（
総
平
均
）」に
よ
り
二
〇
一
五
年
基
準
で
実
質
化
し
た（
図
3
）。

図2 1人当たり用材需要量

資料：林野庁「木材需給表」、総務省統計局「人口推計」
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木
材
価
格
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
で
、
一
㎥
当
た

り
で
山
元
立
木
価
格
は
二
五
、八
八
〇
円
、中
丸
太
価
格
は
四
三
、

五
六
五
円
、
正
角
価
格
は
九
四
、
七
八
二
円
で
あ
っ
た
。
中
丸
太

価
格
に
対
す
る
立
木
価
格
の
比
率
（
対
丸
太
立
木
価
格
比
）
は
〇

・
五
九
、
正
角
価
格
に
対
す
る
立
木
価
格
の
比
率
（
対
正
角
立
木

価
格
比
）
は
〇
・
二
七
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意

を
経
て
一
九
八
六
年
か
ら
円
高
基
調
が
始
ま
る
が
、
そ
の
頃
ま
で

対
丸
太
立
木
価
格
比
は
概
ね
〇
・
六
を
、
対
正
角
立
木
価
格
比
は

概
ね
〇
・
三
を
上
回
っ
て
お
り
、
相
対
的
に
は
立
木
価
格
は
高
い

水
準
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
五
年
ま
で
は
対
丸

太
立
木
価
格
比
は
〇
・
五
台
、
対
正
角
立
木
価
格
比
は
〇
・
二
を

維
持
し
た
が
、
そ
の
後
に
も
さ
ら
に
低
下
し
て
二
〇
〇
五
年
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
二
台
、
〇
・
一
未
満
に
な
っ
た
。
二
〇
二
一
年

に
つ
い
て
も
、
対
丸
太
立
木
価
格
比
は
〇
・
二
、
対
正
角
立
木
価

格
比
は
〇
・
〇
五
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
代
に
お
け
る
価
格
の
関

係
と
し
て
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
持
続
的
森
林
経
営
に
と
っ

て
山
元
立
木
価
格
の
上
昇
は
不
可
欠
な
わ
け
だ
が
、
な
か
な
か
そ

れ
が
実
現
で
き
て
い
な
い
現
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。
国
内
市
場
に

お
い
て
国
産
木
材
製
品
と
輸
入
木
材
製
品
の
競
争
関
係
が
強
ま
る

中
で
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
国
内
の
丸
太
や
立
木
の
価
格
に
波
及
し

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

図3 2015年基準木材価格の推移：スギの例

注：日本銀行「国内企業物価指数（総平均）」で実質化
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お
わ
り
に

筆
者
は
、
日
本
に
お
い
て
森
林
経
営
を
持
続
的
に
行
い
、
そ
こ

か
ら
産
出
さ
れ
る
木
材
を
広
く
社
会
に
活
か
し
、
そ
れ
を
長
く
使

っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
目
指
す
方
向
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
り
、
林
業
や
木
材
産
業
、
建
築
業
等
の
雇
用
が
安
定
し
、
木

材
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
中
で
心
身
の
豊
か
さ
を
よ
り
享
受
で
き
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
木
材
産
出
国
に
お
け
る
様
々
な
動
き
に
影

響
さ
れ
て
き
た
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
私
た
ち
が
国
内
の
森
林
を

多
様
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
木
材
流
通
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関
係
者
が

問
題
意
識
や
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
ま
さ
に
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

ネ
ギ
は
、
主
に
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
で
食
さ
れ
る
ネ
ギ
属
野
菜
の
一
つ
で
す
。
栽
培
方
法
の
違
い
に

よ
っ
て
、
緑
色
の
葉
身
部
分
を
食
す
る
葉
ネ
ギ
、
白
色
の
葉
鞘
部

分
を
食
す
る
根
深
ネ
ギ
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
根
深
ネ
ギ
の

栽
培
で
は
、
葉
鞘
部
に
日
光
を
当
て
ず
に
白
く
す
る
た
め
、
ネ
ギ

の
成
長
に
合
わ
せ
て
生
え
際
に
土
を
盛
る
「
土
寄
せ
」
と
い
う
作

業
を
行
い
ま
す
。
一
般
的
な
根
深
ネ
ギ
の
出
荷
規
格
（
葉
鞘
部
の

長
さ
が
三
〇
㎝
以
上
）
に
沿
う
た
め
に
は
、
こ
の
土
寄
せ
作
業
を

五
〜
六
回
行
う
必
要
が
あ
り
、
多
大
な
労
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら

ネ
ギ
栽
培
に
お
い
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

収
穫
ま
で
の
期
間
は
八
か
月
か
ら
一
年
と
長
期
に
わ
た
る
こ
と
か

ら
、
気
象
災
害
の
影
響
や
病
害
虫
の
被
害
を
受
け
る
機
会
が
多
い

た
め
、
生
産
が
不
安
定
に
な
り
や
す
く
、
品
質
・
価
格
の
変
動
が

大
き
い
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
近
年
の
消
費

者
の
生
活
様
式
や
嗜
好
の
変
化
に
よ
り
、
少
人
数
家
庭
で
も
消
費

し
や
す
い
小
型
の
ネ
ギ
や
、
軟
ら
か
く
辛
み
が
少
な
い
食
味
の
良

い
ネ
ギ
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
（
西
畑
ら
、
二
〇

〇
四
）。

そ
こ
で
、
農
研
機
構
野
菜
花
き
研
究
部
門
で
は
、
土
寄
せ
回
数

が
少
な
い
短
期
・
省
力
栽
培
に
よ
り
葉
鞘
部
の
短
い
時
期
に
収
穫

す
る
こ
と
が
可
能
で
、
軟
ら
か
く
辛
味
が
少
な
い
良
食
味
の
ネ
ギ

品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
農
研
機
構
野
菜

花
き
研
究
部
門
が
育
成
し
ま
し
た
周
年
栽
培
可
能
な
短
葉
性
ネ
ギ

「
わ
ら
べ
」
シ
リ
ー
ズ
四
品
種
「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」「
ゆ
め
わ
ら
べ
」

周
年
栽
培
可
能
な
短
葉
性
ネ
ギ

「
わ
ら
べ
」
シ
リ
ー
ズ
の
育
成

藤
戸
聡
史

農
研
機
構
野
菜
花
き
研
究
部
門
野
菜
花
き
品
種

育
成
研
究
領
域
露
地
野
菜
花
き
育
種
グ
ル
ー
プ

農村と都市をむすぶ2022．7 �������������������������

研
究
成
果
報
告
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図1 短葉性ネギ 「
こ
い
わ
ら
べ
」「
す
ず
わ
ら
べ
」（
図
1
）
に
つ
い
て
、
育
成
し

た
経
緯
と
そ
の
研
究
成
果
を
時
系
列
順
に
ま
と
め
て
ご
報
告
し
ま

す
。

短
葉
性
ネ
ギ
の
先
駆
け
と
な
る
固
定
品
種
の
育
成

土
寄
せ
回
数
を
減
ら
す
た
め
に
栽
培
期
間
を
短
く
す
る
と
、
根

深
ネ
ギ
と
し
て
十
分
な
ネ
ギ
葉
鞘
部
の
太
さ
に
達
し
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
葉
鞘
の
肥
大
が
早
い
特
性
を
持
ち
、
ま
た
小
型
の
ネ
ギ
で

も
消
費
者
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
葉
身
も
軟
ら
か
く
、
葉
鞘
と
と
も
に
葉
身
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
特
性
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
固
定
種
の
短
葉
性
ネ
ギ

品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
短
葉
で
あ
る
下
仁
田
系
品
種

と
辛
味
が
少
な
く
軟
ら
か
い
九
条
系
品
種
が
自
然
交
配
し
た
系
統

と
根
深
ネ
ギ
の
う
ち
比
較
的
短
葉
の
千
住
群
ネ
ギ
循
環
選
抜
育
成

系
統
「
冬
帝
4
ｓ
―
Ｔ
Ｂ
―
1
」
を
交
配
し
た
後
代
を
自
殖
な
ら

び
に
相
互
交
配
を
繰
り
返
し
、「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
を
育
成
し
ま
し

た
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
五
日
品
種
登
録
（
第
二
〇
五
五
一
号
））

（
図
2
）。「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
は
葉
鞘
の
太
り
が
早
い
た
め
、
土
寄

せ
回
数
が
従
来
の
半
分
ほ
ど
で
よ
く
、
栽
培
期
間
も
二
か
月
程
度

短
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
酷
暑
に
よ
り
大
き
な

ス
ト
レ
ス
の
か
か
る
夏
季
は
育
苗
期
間
に
あ
た
る
の
で
、
圃
場
で

は
な
く
寒
冷
紗
を
か
け
ら
れ
る
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
ま
き
冬
ど
り
作
型
と
い
う
短
期
・
省
力

栽
培
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
辛
味
が
少
な
く
良
食
味
で
軟

ら
か
い
こ
と
か
ら
緑
色
の
葉
身
部
分
ま
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
葉
鞘
部
を
食
べ
る
根
深
ネ
ギ
と
葉
身
部
を
食
べ
る
葉
ネ
ギ
の

い
ず
れ
と
も
異
な
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
ネ
ギ
品
種
と
言
え
ま

す
。「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
の
栽
培
方
法
や
レ
シ
ピ
集
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
農
研
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
で
あ
る
良
食
味
と
生
産
者

ニ
ー
ズ
で
あ
る
冬
ど
り
作
型
に
お
け
る
短
期
・
省
力
栽
培
に
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
他
の
時
期
に
お
け
る
栽
培
で
は
収
量
性
が
低

く
、
低
辛
味
の
特
性
も
収
穫
期
に
よ
り
変
動
し
や
す
い
と
い
う
課

題
が
残
り
ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
物
の
揃
い
と
い
う
点
で
Ｆ
1
品

種
と
比
べ
て
劣
る
こ
と
も
今
後
の
短
葉
性
ネ
ギ
の
普
及
を
行
う
に

あ
た
っ
て
、
改
良
す
べ
き
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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収
量
性
や
揃
い
の
良
い
短
葉
性
ネ
ギ
Ｆ
1
品
種
の
育
成

こ
う
し
た
「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
の
課
題
を
改
良
す
る
た
め
に
、「
ふ

ゆ
わ
ら
べ
」
よ
り
も
適
応
作
型
が
広
く
、
安
定
し
た
生
産
が
可
能

な
短
葉
性
ネ
ギ
Ｆ
1
品
種
の
育
成
を
新
た
な
目
標
と
し
て
、
多
数

の
組
合
せ
の
試
交
系
統
の
栽
培
試
験
を
行
い
、「
ゆ
め
わ
ら
べ
」

を
育
成
し
ま
し
た
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
品
種
登
録
（
第

二
三
七
六
〇
号
））。「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
の
育
成
経
過
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
遺
伝
資
源
「
下
仁
田
／
九
条
交
雑
系
」
と
千
住
群
の
ネ
ギ
循

環
選
抜
育
成
系
統
「
冬
帝
4
ｓ
―
Ｔ
Ｂ
―
1
」
を
交
配
し
、
Ｆ
1

世
代
で
選
抜
し
た
一
家
系
を
自
殖
し
て
得
ら
れ
た
Ｆ
4
を
集
団
採

種
し
て
短
葉
性
系
統
「
Ｔ
23
」
を
育
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
細
胞

質
雄
性
不
稔
化
す
る
た
め
、
細
胞
質
雄
性
不
稔
個
体
「
Ｍ
Ｓ
09
―

3
」
と
交
配
し
、
細
胞
質
雄
性
不
稔
性
を
有
す
る
種
子
親
系
統
を

育
成
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
複
数
の
ネ
ギ
品
種
を
基
本
集
団
と
す

る
循
環
選
抜
に
よ
り
、
比
較
的
短
葉
性
の
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
―
1
」
を
育

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に
よ
る
試
交
系
統
は
、
短
葉
性

か
つ
高
い
収
量
性
で
あ
り
、
冬
ど
り
作
型
に
加
え
て
、
初
夏
ど
り

作
型
お
よ
び
夏
ど
り
作
型
に
お
い
て
も
実
用
可
能
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
試
行
系
統
が
「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
と
し
て

品
種
登
録
出
願
さ
れ
ま
し
た
（
図
3
）。「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
も
「
ふ

ゆ
わ
ら
べ
」
と
同
様
に
葉
鞘
の
太
り
が
早
い
た
め
短
期
・
省
力
栽

培
が
可
能
で
あ
り
、
辛
味
成
分
含
量
と
相
関
の
高
い
ピ
ル
ビ
ン
酸

図2 ふゆわらべの育成経過

図3 ゆめわらべの育成経過
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生
成
量
は
「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
の
作
型
に
関
わ
ら
ず
「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」

と
同
等
も
し
く
は
少
な
く
、
良
食
味
で
葉
身
部
ま
で
ま
る
ご
と
食

べ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
と
「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
を
育
成
し

て
き
た
こ
と
で
、
短
葉
性
で
良
食
味
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
コ
ン
パ

ク
ト
ネ
ギ
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
認
知
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
さ
ら
に
そ
の
需
要
を
高
め
、
生
産
を
拡
大
さ
せ
る
に
は
周
年

供
給
体
制
の
確
立
が
必
須
で
す
。
し
か
し
、「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
と

「
ゆ
め
わ
ら
べ
」
の
カ
バ
ー
す
る
収
穫
時
期
は
夏
か
ら
冬
で
あ

り
、
春
か
ら
初
夏
の
生
産
に
お
い
て
は
、
抽
苔
の
発
生
や
高
温
に

よ
る
品
質
低
下
に
よ
っ
て
収
量
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
春
か
ら
夏
に
収
穫
す
る
作
型
に
適
応
す
る
短
葉

性
ネ
ギ
Ｆ
1
品
種
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

短
葉
性
ネ
ギ
の
周
年
栽
培
を
可
能
に
す
る
Ｆ
1
品
種
の
育
成

晩
抽
性
で
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
収
量
性
が
高
い
短
葉
性
の
ネ

ギ
Ｆ
1
品
種
「
こ
い
わ
ら
べ
」
と
「
す
ず
わ
ら
べ
」
を
育
成
し
ま

し
た
（
順
に
二
〇
一
八
年
八
月
一
五
日
品
種
登
録
（
第
二
六
九
七

五
号
）、
二
〇
一
八
年
八
月
一
五
日
品
種
登
録
（
第
二
六
九
七
八

号
））。
そ
れ
ぞ
れ
の
収
穫
期
は
「
こ
い
わ
ら
べ
」
は
春
か
ら
初
夏

に
か
け
て
、「
す
ず
わ
ら
べ
」
は
初
夏
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
「
こ
い
わ
ら
べ
」
の
育
成
経
過
に
つ
い
て
で
す
が
、
遺
伝
資

源
「
下
仁
田
／
九
条
交
雑
系
」
と
千
住
群
の
ネ
ギ
循
環
選
抜
育
成

系
統
「
冬
帝
ｓ
―
Ｔ
Ｂ
―
1
」
を
交
配
し
、
Ｆ
1
世
代
で
選
抜
し

た
一
家
系
を
自
殖
し
て
得
ら
れ
た
Ｆ
4
を
集
団
採
種
し
て
短
葉
性

系
統
「
Ｔ
Ａ
―
4
」
を
育
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
細
胞
質
雄
性
不

稔
化
す
る
た
め
、
細
胞
質
雄
性
不
稔
個
体
「
01
Ｍ
Ｒ
4
―
8
」
を

交
配
し
、
細
胞
質
雄
性
不
稔
性
を
有
す
る
種
子
親
系
統
を
育
成
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
複
数
の
ネ
ギ
品
種
を
基
本
集
団
と
す
る
循
環

選
抜
に
よ
り
、
短
葉
で
葉
鞘
の
肥
大
が
旺
盛
で
か
つ
晩
抽
性
を
示

す
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
―
3
」
を
育
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
合
せ
に
よ

る
試
交
系
統
は
、
春
ど
り
お
よ
び
初
夏
ど
り
の
作
型
に
お
い
て
抽

苔
特
性
や
収
量
性
、
食
味
等
の
品
質
特
性
が
目
標
に
か
な
っ
て
お

り
、「
こ
い
わ
ら
べ
」
と
し
て
品
種
登
録
出
願
さ
れ
ま
し
た
（
図

4
）。
続
い
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
品
種
で
あ
る
「
す
ず
わ
ら
べ
」

の
育
成
経
過
で
す
が
、細
胞
質
雄
性
不
稔
系
統「
01
Ｍ
Ｒ
4
―
13
」

に
短
葉
性
の
育
成
系
統
「
Ａ
Ｓ
Ｍ
」
を
交
配
し
た
後
、「
Ｔ
Ａ
Ｍ

―
1
」
を
交
配
し
「
Ｍ
Ｓ
Ｎ
―
Ｔ
Ａ
Ｍ
―
1
」
を
育
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
「
Ｔ
Ａ
―
4
」
を
交
配
し
た
試
交
系
統
は
夏
ど
り
作
型
に

お
い
て
高
い
収
量
性
や
品
質
特
性
を
示
し
、
育
種
目
標
に
か
な
っ

て
お
り
ま
し
た
の
で
、「
す
ず
わ
ら
べ
」
と
し
て
品
種
登
録
出
願

さ
れ
ま
し
た
（
図
5
）。
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短
葉
性
ネ
ギ
品
種
の
普
及
に
つ
い
て

短
葉
性
ネ
ギ
固
定
種
「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」、
短
葉
性
ネ
ギ
Ｆ
1
品

種
「
ゆ
め
わ
ら
べ
」、「
こ
い
わ
ら
べ
」、「
す
ず
わ
ら
べ
」
の
品
種

登
録
に
よ
り
、
短
葉
性
ネ
ギ
の
周
年
栽
培
に
向
け
た
動
き
が
よ
り

一
層
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
（
若
生
ら
、
二
〇
一
七
）。
栽

培
分
野
に
お
い
て
も
試
験
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
短
葉
性
ネ
ギ
の

栽
培
技
術
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
短
葉
性
ネ
ギ
の
安
定
的
な
周
年

栽
培
技
術
の
確
立
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す（
貝
塚
ら
、二
〇
一
二
）

（
図
6
）。

短
葉
性
ネ
ギ
の
現
在
の
普
及
状
況
は
、「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
に
つ

い
て
は
日
本
各
地
で
試
作
を
始
め
て
か
ら
一
〇
年
近
く
経
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、「
ふ
ゆ
わ
ら
べ
」
を
用
い
た
短
葉
性
ネ
ギ
の
ブ

ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
地
域

で
は
、
葉
鞘
部
だ
け
で
な
く
葉
身
部
ま
で
食
べ
ら
れ
、
全
体
を
無

駄
な
く
利
用
で
き
る
と
い
う
点
で
一
般
的
な
ネ
ギ
と
差
別
化
を
図

り
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
名
を
付
し
て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

「
ゆ
め
わ
ら
べ
」「
こ
い
わ
ら
べ
」「
す
ず
わ
ら
べ
」
に
つ
い
て
は
、

販
売
し
て
い
る
種
子
量
自
体
が
い
ま
だ
に
少
な
く
、
思
う
よ
う
に

試
作
・
販
売
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
っ
た
現
状
で
す
。
種
子
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
、
販
売
許
諾
契
約
を
結
ぶ
種
苗
会
社
を
増
や

す
こ
と
や
、
農
研
機
構
野
菜
花
き
研
究
部
門
で
増
殖
し
た
種
子
を

提
供
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

図4 こいわらべの育成経過

図5 すずわらべの育成経過
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